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澄み渡る青空に響け！
♪みんなでつくる ひとつの音♪

山手小学校 4・5・6年生によるトランペット鼓隊

　11 月 4 日、澄み渡った秋晴れのなか、阿賀野市小学校

音楽祭が水原総合体育館で開催されました。市内 11 校の

子どもたちが、日ごろの練習の成果を披露しました。子

どもたちの真剣に取り組む姿、最後までやりとげようとす

る気持ちが、ステージのうえでひとつになりました。そ

れぞれの学校の発表が終わるごとに会場からは大きな拍

手がわき起こりました。
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平成 21年度

阿賀野市の決算状況（財政事情）の公表
　

一般会計歳入・歳出

■ 

一
般
会
計
の
決
算
は
黒
字

で
す

　

一
般
会
計
の
歳
入
（
市
に
入
っ
て
く

る
お
金
）
は
２
０
１
億
７
、９
２
３
万

円
、
歳
出
（
市
が
使
っ
た
お
金
）
は

１
９
６
億
４
、３
０
９
万
円
、
差
し
引
き

で
は
５
億
３
、６
１
４
万
円
の
黒
字
と
な

り
ま
し
た
。

た
だ
し
、
平
成
21
年
度
に
国
の
景

気
対
策
に
基
づ
い
て
予
算
化
し
た
工
事

の
一
部
な
ど
に
つ
い
て
は
時
期
的
な
理

由
な
ど
に
よ
り
年
度
内
に
完
成
で
き
ま

せ
ん
で
し
た
。
こ
の
た
め
、
引
き
続
き

平
成
22
年
度
に
そ
の
事
業
を
繰
り
越
し

て
事
業
を
行
い
ま
す
が
、
そ
の
財
源
と

し
て
国
の
補
助
金
な
ど
を
差
し
引
い
た

１
億
１
、３
９
１
万
円
が
市
の
持
ち
出
し

分
と
し
て
必
要
と
な
る
た
め
、
実
質
的

な
繰
越
金
は
残
り
の
４
億
２
、２
２
３
万

円
と
な
っ
て
い
ま
す
。（
表
１
）

■ 

歳
入
が
増
え
て
も
自
主
財

源
は
減
少
し
て
い
ま
す

歳
入
全
体
で
は
、
前
年
度
よ
り

11
億
２
、２
４
７
万
円
（
５
・
９
％
）
の
増

加
と
な
り
ま
し
た
が
、
根
幹
と
な
る
市
税

に
つ
い
て
は
大
幅
な
１
億
２
、６
０
１
万
円

（
２
・
９
％
）
の
減
少
と
な
り
ま
し
た
。

　

市
税
以
外
の
歳
入
と
し
て
は
、
国
か
ら

の
地
方
交
付
税
や
学
校
耐
震
化
工
事
な

歳入 歳出
差引

〔形式収支〕

平成22年度に

繰り越す財源
実質収支

（A） （B） （C）=（A）‐（B） （D） （C）－（D）

 201 億

7,923 万円  

 196 億

4,309 万円

  5 億
3,614 万円

  1 億

1,391 万円 

 4 億

2,223 万円

（表１）平成 21 年度　一般会計の決算額

　

９
月
定
例
議
会
に
お
い
て
、
平
成
21
年
度
決
算
が
次
の
と
お
り
認
定
さ
れ
ま
し
た
の
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　

こ
の
決
算
状
況
は
、
決
算
金
額
の
概
要
と
あ
わ
せ
て
、
市
の
財
政
が
ど
の
よ
う
な
状
況
に
あ
る
の
か
と
い

う
こ
と
を
市
民
の
皆
さ
ま
に
広
く
知
っ
て
い
た
だ
く
た
め
に
公
表
す
る
も
の
で
す
。

グラフ１ 歳　入
201億 7,923 万円

■市税
42 億 5,994 万円
（21.1％）
■諸収入等
 6 億 6,495 万円
（3.3％）
■繰越金
 4 億 4,869 万円
（2.3％）
■分担金及び負担金
2 億 8,534 万円
（1.4％）

■その他
 2 億 558 万円
（1.0％）

■その他
 1 億 4,368 万円
（0.7％）

■地方交付税
74 億 7,639 万円
（37.1％）

■地方譲与税等
2 億 5,797 万円
（1.3％）

■県支出金
12 億 8,587 万円
（6.4％）

■国庫支出金
27 億 5,431 円
（13.6％）

■市債
18 億 243 万円
（8.9％）

■地方消費税交付金
4 億 1,043 万円
（2.0％）

■使用料及び手数料
 1 億 8,365 万円
（0.9％）

自主財源
　29.7%

依存財源
　70.3%

■
歳
出
の
使
い
道

　　

一
般
会
計
の
歳
出
を
「
目
的
別
」
で

見
る
と
、
最
も
多
く
の
お
金
が
使
わ
れ

た
の
は
、
子
ど
も
や
高
齢
者
、
障
が
い

者
に
対
す
る
福
祉
業
務
な
ど
を
行
う

「
民
生
費
」
で
あ
り
、
こ
れ
は
阿
賀
野

市
が
誕
生
し
た
平
成
16
年
度
か
ら
６
年

連
続
ト
ッ
プ
と
な
り
ま
す
が
、
少
子
高

齢
社
会
に
よ
る
と
こ
ろ
が
大
き
な
理
由

で
す
。

　

な
お
、
民
生
費
の
金
額
と
し
て
は
前

年
度
よ
り
約
13
億
２
、５
０
０
万
円
も
の

大
幅
な
減
少
と
な
り
ま
し
た
が
、
こ
れ

は
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
白
鳥
荘
の
建

設
が
平
成
20
年
度
に
終
了
し
た
た
め
で

す
。

　

２
番
目
は
、
市
が
借
入
し
た
お
金

の
返
済
と
そ
の
利
子
の
支
払
い
に
充
て

ら
れ
た
「
公
債
費
」
で
す
。
平
成
21
年

度
で
は
、
特
に
金
利
が
高
か
っ
た
約

３
億
３
、５
０
０
万
円
の
借
入
金
に
つ
い

て
、
利
子
の
支
払
い
を
減
ら
す
た
め
に

当
初
の
予
定
よ
り
も
早
く
返
済
（
こ
れ

を
「
繰
上
げ
償
還
」
と
い
い
ま
す
）
し

た
た
め
大
幅
に
増
加
し
て
い
ま
す
。

　

３
番
目
は
、
市
営
バ
ス
の
運
行
経
費

や
選
挙
費
、
本
所
・
支
所
費
な
ど
の
さ
ま

ざ
ま
な
業
務
に
充
て
ら
れ
た
「
総
務
費
」

で
、
こ
の
中
に
は
国
が
計
画
し
た
「
定
額

給
付
金
」
事
業
の
約
７
億
３
、３
０
０
万

円
が
含
ま
れ
て
い
る
た
め
前
年
度
よ
り

大
幅
に
増
加
し
て
い
ま
す
。

　

以
下
、
土
木
費
、
衛
生
費
、
教
育
費
、

商
工
費
、
農
林
水
産
業
費
、
消
防
費
、

議
会
費
、
労
働
費
の
順
と
な
っ
て
お
り
、

前
年
度
と
順
位
の
大
き
な
変
動
は
あ
り

ま
せ
ん
で
し
た
。（
グ
ラ
フ
2
）

■ 

歳
出
を
「
性
質
別
」
で
見

る
と
…

次
に
、
歳
出
を
「
性
質
別
」
に
見

た
場
合
で
は
、
職
員
給
与
や
市
議
会
議

員
、
各
種
委
員
の
報
酬
に
充
て
ら
れ
た

「
人
件
費
」
が
最
多
と
な
り
ま
す
。

２
番
目
は
、
借
入
金
に
対
す
る
元

利
償
還
金
に
支
出
し
た
「
公
債
費
」
で

し
た
。

３
番
目
は
、
市
の
特
別
会
計
等
に

対
し
て
運
営
費
や
建
設
費
な
ど
の
一
部

を
一
般
会
計
が
負
担
す
る
た
め
に
支

出
し
た
「
繰
出
金
」
で
、
水
原
郷
病

院
に
９
億
１
、２
５
２
万

円
、
下
水
道
事
業
に

７
億
２
、
２
０
６
万
円
、

国
民
健
康
保
険
事
業
に

２
億
３
、９
９
７
万
円
な

ど
を
支
出
し
ま
し
た
。

こ
の
繰
出
金
の
中
に
は
、

赤
字
の
補
て
ん
と
し
て
、

水
原
郷
病
院
に
６
億
円
、

国
民
健
康
保
険
事
業
に

６
千
万
円
を
そ
れ
ぞ
れ

支
出
し
ま
し
た
が
、
病

院
は
10
月
よ
り
厚
生
連

に
委
託
し
て
経
営
の
健

全
化
と
救
急
医
療
の
早

期
復
活
が
望
ま
れ
て
い

ま
す
。

ま
た
、
国
民
健
康
保

険
に
つ
い
て
も
、
平
成

21
年
度
の
途
中
か
ら
国

民
健
康
保
険
税
を
値
上

げ
改
定
す
る
な
ど
、
赤

字
の
改
善
に
向
け
て
見

直
し
を
図
っ
て
い
ま
す

が
、
景
気
の
低
迷
な
ど
に
伴
い
回
復
が

遅
れ
て
い
ま
す
。

以
下
、
扶
助
費
（
社
会
保
障
制
度
と

し
て
、
生
活
保
護
者
、
要
援
護
高
齢
者
、

障
が
い
者
の
生
活
維
持
や
保
育
園
の
保

育
活
動
な
ど
の
経
費
）、
物
件
費
（
賃
金
、

旅
費
、
消
耗
品
な
ど
に
要
す
る
需
用
費
、

備
品
購
入
費
、
委
託
料
、
使
用
料
及
び

賃
借
料
、
原
材
料
な
ど
の
経
費
）、
建
設

費
（
道
路
や
橋
、
学
校
な
ど
の
公
共
施

設
の
新
増
設
等
の
経
費
）、
補
助
費
等
、

貸
付
金
、
維
持
補
修
費
、
積
立
金
、
投

資
及
び
出
資
金
の
順
と
な
っ
て
い
ま

す
。（
表
3
）

ど
に
対
す
る
補
助
金
が
増
加
し
ま
し
た

が
、
市
が
独
自
に
確
保
で
き
る
お
金
（
こ

れ
を
「
自
主
財
源
」
と
い
い
ま
す
）
は

前
年
度
よ
り
７
、６
６
２
万
円
減
少
し
て

お
り
、
阿
賀
野
市
は
歳
入
の
多
く
を
国

や
県
な
ど
に
依
存
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
財
政
状
況
に
あ
り
ま
す
。（
グ
ラ
フ
１
）

■ 

市
民
か
ら
納
め
て
い
た
だ

い
た
税
金
は
１
人
当
た
り

９
万
１
千
円

　

阿
賀
野
市
で
は
、
個
人
市
民
税
、
法

人
市
民
税
、固
定
資
産
税
、軽
自
動
車
税
、

市
町
村
た
ば
こ
税
、
鉱
産
税
、
入
湯
税

な
ど
の
税
金
を
市
民
の
皆
さ
ま
か
ら
納

め
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
が
、
総
額
で

は
42
億
５
、
９
９
４
万
円
と
な
り
ま
し

た
。（
表
2
）

　

平
成
20
年
度
の
税
収
と
比
べ
る
と

１
億
２
、６
０
１
万
円
（
２
・
９
％
）
も

の
減
少
と
な
り
ま
す
が
、
こ
れ
は
景
気

の
低
迷
に
よ
る
市
民
税
の
減
少
や
、
地

価
の
下
落
な
ど
に
伴
う
固
定
資
産
税
の

減
少
な
ど
が
主
な
原
因
で
す
。

　

な
お
、
平
成
21
年
度
に
納
め
て
い
た

だ
い
た
市
税
は
、
市
民
１
人
当
た
り
平

均
で
は
9
万
1
千
円
、
1
世
帯
当
た
り

平
均
で
は
31
万
円
に
な
り
ま
す
。

　

こ
れ
に
対
し
て
市
が
使
っ
た
お
金

は
、
職
員
人
件
費
な
ど
の
す
べ
て
の
経

費
を
含
め
て
計
算
し
た
場
合
、
市
民
１

人
当
た
り
42
万
１
千
円
、
１
世
帯
当
た

り
１
４
２
万
９
千
円
が
市
民
サ
ー
ビ
ス

に
充
て
ら
れ
た
こ
と
に
な
り
ま
す
。

（表 2）平成 21 年度　市税等の決算額
区　　分 平成 21 年度決算額 前年度比較

個人市民税 14億 8,260 万円 ▲ 1,852 万円

法人市民税 2億 6,878 万円 ▲ 5,240 円

固定資産税 21 億 2,779 万円 ▲ 5,175 万円

軽自動車税 1億 1,238 万円 358 万円

市町村たばこ税 2億 3,596 万円 ▲ 637 万円

鉱　産　税 846 万円 ▲ 79 万円

入　湯　税 1,774 万円 65 万円

そ　の　他 623 万円 ▲ 41 万円

合　　　計 42 億 5,994 万円 ▲ 1 億 2,601 万円

歳 出（目的別）グラフ２

196 億 4,309 万円

■公債費
33 億 1,357 万円
（16.8％）

■教育費
19 億 7,797 万円
（10.1％）

■消防費
8 億 661 万円
（4.1％）

■農林水産業費
9 億 1,190 万円
（4.6％）

■商工費
10 億 217 万円
（5.1％）

■土木費
21 億 5,915 万円
（11.0％）

■総務費
24 億 3,115 万円
（12.4％）

■議会費
1 億 5,048 万円
（0.8％）

■労働費
3,057 万円
（0.2％）

■衛生費
21 億 3,118 万円
（10.8％）

■民生費
47 億 2,814 万円
（24.1％）

■諸支出金
  20 万円
  （－％）

（表 3）歳出（性質別）
性質別科目 平成 21 年度決算額 前年度比較

人件費 40億 345 万円 ▲ 7,335 万円

公債費 34 億 8,761 万円 3億 7,247 万円

繰出金 29 億 1,654 万円 4億 6,527 万円

扶助費 22 億 8,742 万円 1億 8,542 万円

物件費 22 億 3,295 万円 1億 4,686 万円

普通建設事業費 19億 3,169 万円 ▲ 8億 422 万円

補助費等 18 億 9,459 万円 8億 1,860 万円

貸付金 4億 3,000 万円 0

維持補修費 2億 6,145 万円 9,989 万円

積立金 1億 9,699 万円 ▲ 1億 7,101 万円

投資及び出資金 40万円 ▲ 490 万円

災害復旧事業費 0 0

合　　計 196 億 4,309 万円 10 億 3,503 万円
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（表 7）市の財産・土地

市　の　財　産

区　　分 土　　地 建　　物 そ の 他

公　

有　

財　

産

公用財産（本庁舎等） 81,967.16 ㎡ 28,156.44 ㎡ －　

公
共
用
財
産

学　　校 370,121.62 ㎡ 90,410.48 ㎡ －　

公営住宅 16,448.93 ㎡ 4,547.74 ㎡ －　

公　　園 571,905.96 ㎡ 1,027.67 ㎡ 　－　

その他の施設 571,682.16 ㎡ 73,117.80 ㎡ －　

山　　林 223,804.00 ㎡ －　 －　

その他の土地・建物 218,800.54 ㎡ 6,890.07 ㎡ －　

有価証券 －　 －　 390 万円

出資による権利 －　 －　 2,546 万円

合　　計 2,054,730.37 ㎡ 204,150.20 ㎡ 2,936 万円

■ 

市
の
借
入
金
残
高
は
減
少

し
て
い
ま
す

学
校
や
道
路
、
下
水
道
な
ど
の
整

備
に
は
多
額
の
費
用
が
か
か
り
、
市
は

そ
の
建
設
費
な
ど
を
一
度
に
支
払
う
こ

と
が
で
き
な
い
た
め
、
国
や
金
融
機
関

な
ど
か
ら
借
り
入
れ
し
て
支
払
い
を
し

て
い
ま
す
が
、
こ
れ
を
「
市
債
」
と
い

い
ま
す
。

平
成
21
年
度
末
の「
市
債
」の
残
高
は
、

一
般
会
計
が
２
４
６
億
２
、４
５
７
万
円
、

特
別
会
計
が
１
８
５
億
１
、２
６
８
万

円
、
企
業
会
計
が
83
億
１
、２
２
４
万
円
、

総
額
で
５
１
４
億
４
、９
４
９
万
円
に
も

な
り
ま
す
が
、
前
年
度
と
比
較
す
る
と

11
億
２
、４
４
１
万
円
（
２
・
１
％
）
減

少
し
て
い
ま
す
。（
表
5
）

今
後
の
見
通
し
と
し
て
は
、
平
成

23
年
度
以
降
も
ゆ
る
や
か
に
減
少
し
て

い
く
も
の
と
予
測
し
て
い
ま
す
が
、
建

物
の
老
朽
化
に
伴
う
改
築
な
ど
の
要
望

も
あ
り
、
随
時
最
新
の
将
来
見
通
し
を

立
て
て
財
政
運
営
を
行
っ
て
ま
い
り
ま

す
。

平成 21年度

阿賀野市の決算状況（財政事情）の公表 特別会計、財産

（表 4）特別会計の決算状況

特別会計名 歳　入（A） 歳　出（B） 差　引（A）－（B）

国民健康保険特別会計 44億 5,361 万円 48 億 8,946 万円 ▲ 4億 3,585 万円

老人保健特別会計 2,907 万円 2,770 万円 137 万円

後期高齢者医療特別会計 7億 578 万円 6億 9,987 万円 591 万円

介護保険特別会計 36億 95 万円 35 億 5,193 万円 4,902 万円

公共下水道事業特別会計 22億 9,913 万円 22 億 8,959 万円 954 万円

集落排水事業特別会計 8億 708 万円 7億 9,314 万円 1,394 万円

押切外四ヶ大字財産区特別会計 625 万円 594 万円 31 万円

少年自然の家特別会計 2,868 万円 2,779 万円 89 万円

工業団地造成事業特別会計 4,859 万円 4,858 万円 1万円

合　計 119 億 7,914 万円 123 億 3,400 万円 ▲ 3億 5,486 万円

（注）各会計において、それぞれ１万円単位で四捨五入して表示していますので、合計額は実際の金額と若干の相違があります。

（表 5）市債（借入金）残高の状況

会計名 平成 21 年度末残高 前年度比較

一般会計 246 億 2,457 万円 ▲ 10 億 7,074 万円

公共下水道事業特別会計 152 億 3,919 万円 1億 3,243 万円

集落排水事業特別会計 29億 5,491 万円 1億 7,576 万円

工業団地造成事業特別会計 3億 1,858 万円 ▲ 4,266 万円

水道事業会計 76億 5,110 万円 ▲ 1億 3,769 万円

病院事業会計 6億 6,114 万円 ▲ 1億 8,151 万円

合　計 514 億 4,949 万円 ▲ 11 億 2,441 万円

■
特
別
会
計
の
決
算
状
況

市
の
会
計
に
は
、
特
定
の
事
業
を

行
う
た
め
に
一
般
会
計
と
は
お
金
の
出

し
入
れ
が
別
と
な
る
「
特
別
会
計
」
が

あ
り
ま
す
。

　

「
特
別
会
計
」
は
、そ
の
内
容
に
よ
っ

て
は
一
般
会
計
か
ら
の
負
担
金
や
補
助

金
（
こ
れ
を
「
一
般
会
計
繰
入
金
」
と

い
い
ま
す
）、
ま
た
は
国
や
県
か
ら
の

負
担
金
や
補
助
金
な
ど
も
あ
り
ま
す

が
、
そ
の
事
業
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
な
い

市
民
と
の
公
平
を
期
す
た
め
に
、「
特

別
会
計
」
等
の
経
費
は
そ
の
サ
ー
ビ
ス

を
利
用
す
る
市
民
が
負
担
す
る
こ
と
に

な
っ
て
お
り
、
赤
字
に
な
っ
た
か
ら
と

い
っ
て
一
般
会
計
が
市
税
な
ど
を
使
っ

て
補
て
ん
す
る
こ
と
は
国
の
基
準
と
し

て
原
則
的
に
認
め
ら
れ
て
い
ま
せ
ん
。

　

こ
の
た
め
、
経
営
状
況
に
問
題
が
あ

る
「
特
別
会
計
」
に
つ
い
て
は
、
歳
出

の
内
容
を
も
う
一
度
点
検
し
て
予
算
を

削
減
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
が
あ

り
ま
す
。
そ
れ
で
も
経
営
状
況
が
良
く

な
ら
な
い
場
合
に
は
、
料
金
の
見
直
し

を
含
め
て
、
よ
り
安
定
し
た
経
営
に
努

め
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。（
表
4
）

■
基
金
の
状
況

「
基
金
」
と
は
、
予
算
編
成
時
に
お

け
る
財
源
調
整
や
災
害
な
ど
予
測
で
き

な
い
支
出
に
備
え
る
た
め
に
設
置
し
て

い
る
財
政
調
整
基
金
の
ほ
か
、
特
定
の

目
的
の
た
め
に
資
金
を
積
み
立
て
る
た

め
に
設
置
す
る
特
定
目
的
基
金
と
、
定

額
の
資
金
を
運
用
し
て
事
業
の
費
用
に

充
て
る
定
額
運
用
基
金
が
あ
り
ま
す
。

特
定
目
的
基
金
は
例
と
し
て
、
小
中

学
校
を
整
備
す
る
た
め
に
設
置
し
て
い

る
学
校
整
備
基
金
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
定
額
運
用
基
金
は
例
と
し

て
、
修
学
資
金
を
貸
し
付
け
る
た
め
に

定
額
の
資
金
を
運
用
す
る
奨
学
貸
付
基

金
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

そ
の
他
に
も
特
別
会
計
に
お
い

て
特
定
の
目
的
の
た
め
に
設
置
す

る
基
金
が
あ
り
、
こ
れ
ら
を
合
計

す
る
と
、
前
年
度
末
と
比
較
し
て

１
億
９
、４
４
１
万
円
（
４
・
０
％
）
増

加
し
て
い
ま
す
。（
表
6
）

（表 6）基金残高の状況

基金の名称 平成 21 年度末残高 前年度比較

積
立
基
金

　財政調整基金 8億 6,310 万円 7,581 万円

　減債基金 3億 6,501 万円 93 万円

　その他特定目的基金 30億 6,269 万円 1億 484 万円

　小　計 42 億 9,080 万円 1億 8,158 万円

定
額
運
用
基
金

　土地開発基金 5,035 万円 20 万円

　その他定額運用基金 4億 2,471 万円 ▲ 935 万円

　小　計 4億 7,506 万円 ▲ 915 万円

　特別会計に属する基金 2億 7,984 万円 2,198 万円

合　計 50 億 4,570 万円 1億 9,441 万円

■
市
の
財
産
（
土
地
・
建
物
）

市
で
は
、
市
役
所
の
ほ
か
に
も
小･

中
学
校
や
市
立
保
育
園
・
幼
稚
園
、
体

育
館
、
公
園
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
公
共

施
設
を
保
有
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の

建
物
と
土
地
の
面
積
を
集
計
し
た
も
の

は
表
7
の
と
お
り
で
す
。

な
お
、
公
共
施
設
と
し
て
使
わ
れ

な
く
な
っ
た
用
地
等
に
つ
い
て
は
、
従

来
ど
お
り
積
極
的
に
売
却
を
進
め
、
自

主
財
源
の
確
保
に
努
め
ま
す
。
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企業会計とは、市が直接経営する企業の会計をいい
ます。経営できる企業は、公共の利益を目的とするも
ので、法律などで特別に定められたものだけです。
市の場合は、水道事業と病院事業の二つの企業会計

がありますが、決算としては水道が黒字、水原郷病院
が赤字の決算となりました。各会計の決算状況は次の
とおりです。

◎
水
道
事
業
会
計　

21
年
度
決
算

　

収※
１

益
的
収
支
で
は
、
節
水
意
識
の
高
揚
お
よ
び
景
気
の
低
迷
に
よ
り
給
水
量
、
給

水
収
益
と
も
減
少
傾
向
に
あ
り
ま
す
が
、
高
金
利
企
業
債
の
借
り
換
え
な
ど
に
よ
り

１
億
７
４
１
万
円
の
純
利
益
を
計
上
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

資※
２

本
的
収
支
で
は
、
５
億
７
、０
１
３
万
円
の
収
入
不
足
が
生
じ
ま
し
た
が
、
当
年

度
損
益
勘
定
留
保
資
金
、
過
年
度
損
益
勘
定
留
保
資
金
、
当
年
度
消
費
税
及
び
地
方
消

費
税
資
本
的
収
支
調
整
額
、
減
債
基
金
積
立
金
お
よ
び
建
設
改
良
積
立
金
で
補
て
ん
し
、

資
金
の
残
額
５
億
３
、２
８
９
万
円
を
平
成
22
年
度
へ
繰
り
越
し
ま
し
た
。

　
　

※ 

1 

収
益
的
収
支
と
は
、
お
客
さ
ま
か
ら
い
た
だ
く
水
道
料
金
な
ど
で
、
施
設
の
維
持

管
理
や
修
繕
、
国
か
ら
借
り
た
お
金
の
支
払
利
息
な
ど
の
費
用
を
賄
う
収
支
。

　
　

※ 

2 

資
本
的
収
支
と
は
、
国
か
ら
の
借
入
金
な
ど
で
、
配
水
池
の
建
設
や
配
水
管
の
整
備
、

国
か
ら
借
り
た
お
金
の
元
金
償
還
な
ど
の
投
資
的
費
用
を
賄
う
収
支
。

◎
病
院
事
業
会
計　

21
年
度
決
算

収
益
的
収
支
で
は
、
収
入
31
億
１
、４
８
８
万
円
、
支
出
35
億
７
、２
７
３
万
円

と
な
り
、
差
し
引
き
４
億
５
、７
８
５
万
円
の
純
損
失
と
な
り
ま
し
た
。

資
本
的
収
支
で
は
収
入
７
億
７
、
２
０
８
万
円
に
対
し
、
支
出

２
億
９
、５
４
０
万
円
で
４
億
７
、６
６
８
万
円
の
黒
字
と
な
り
ま
す
が
、
病

院
全
体
で
は
赤
字
が
生
じ
て
い
る
た
め
、
一
般
会
計
か
ら
６
億
円
の
赤
字
補

て
ん
を
繰
り
入
れ
し
た
結
果
の
黒
字
で
す
。
な
お
、
ル
ー
ル
上
こ
の
赤
字
補

て
ん
は
資
本
的
収
入
に
入
れ
て
決
算
を
算
定
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

◎病院事業費用　合計 35億 7,273 万円
医業費用 32億 809 万円

（給与費） 20億 2,443 万円

（材料費） 4億 969 万円

（経　費） 5億 6,171 万円

（減価償却費） 1億 4,257 万円

（資産減耗費） 537万円

（研究研修費） 406万円

( その他医業費用） 6,026万円

医業外費用 8,364 万円

訪問看護ステーション費用 5,721 万円

介護老人保健施設 2億 2,245 万円

特別損失 134万円

◎病院事業収益　合計 31億 1,488 万円
医業収益 26億 7,260 万円

（入院収益） 16億 3,042 万円

（外来収益） 8億 9,484 万円

（その他医業収益） 1億 3,852 万円

（他会計負担金） 882万円

医業外収益 1億 5,445 万円

( 受取利息および配当金） 4万円

( 他会計負担金・補助金） 1億 557 万円

( 補助金） 18万円

（その他医業外収益） 4,866万円

訪問看護ステーション収益 5,898 万円

介護老人保健施設収益 2億 2,885 万円

特別利益 0万円

出資金 1億 6,998 万円
補助金 6億 210 万円
企業債 0万円

建設改良費 1億 1,390 万円
企業債償還金 1億 8,150 万円

企業会計

収益的収支＝（医療・介護など提供するための収支）

収入 11億 4,505 万円 支出 10億 3,764 万円

収益的収支＝水道水をお届けするための収支（消費税抜き）

■営業費用
8 億 3,826 万円

（人件費、動力費、薬品
費、減価償却費など）

■営業外費用
1 億 9,938 万円

（借入金支払利息）

■純利益
1 億 741 万円

■営業収益
11 億 2,649 万円
（水道料金など）

■営業外収益他
1,856 万円

■建設改良費
4 億 8,496 万円

（水道施設の建設・更新）

■企業債償還金
8 億 4,700 万円

（借入元金の返済）

■工事負担金
2,235 万円

■補助・出資金等
3,018 万円

■収入不足額
5 億 7,013 万円

■企業債
7 億 930 万円
（借入金）

収入 7億 6,183 万円 支出 13億 3,196 万円

資本的収支＝施設をつくるための収支（消費税込み）

資本的収支＝（施設・医療機器など資産に関する収支）

平成 21年度

阿賀野市の決算状況（財政事情）の公表

■問い合わせ　水道事業…上下水道局 業務室 庶務係☎ 62-2159、　病院事業…市役所 財政課 財政係☎ 61-2482

◎支出               合計  2 億 9,540 万円◎収入                合計  7 億 7,208 万円

健
全
化
判
断
比
率
等
に
つ
い
て

　

続
い
て
、
財
政
の
健
全
性
を
示
す
指

標
に
つ
い
て
説
明
し
ま
す
。

　

「
健
全
化
判
断
比
率
」
と
は
、
一
般

会
計
の
赤
字
の
大
き
さ
を
示
す
「
実
質

赤
字
比
率
」
の
ほ
か
、
特
別
会
計
な
ど

す
べ
て
の
決
算
を
連
結
し
た
赤
字
の
大

き
さ
を
示
す
「
連
結
実
質
赤
字
比
率
」

や
、
一
般
会
計
が
負
担
す
る
実
質
的
な

公
債
費
（
借
入
金
の
返
済
）
の
割
合
を

示
す
「
実
質
公
債
費
比
率
」、
さ
ら
に

は
一
部
事
務
組
合
や
関
連
団
体
に
対
す

る
将
来
の
市
の
負
担
額
な
ど
の
割
合
を

示
す
「
将
来
負
担
比
率
」
と
い
う
４
つ

の
指
標
の
こ
と
を
い
い
ま
す
。

　

こ
の
「
健
全
化
判
断
比
率
」
と
「
資

金
不
足
比
率
」
は
、
毎
年
度
、
監
査
を

経
て
、
議
会
へ
の
報
告
や
市
民
へ
の
公

表
が
法
律
に
よ
り
義
務
付
け
ら
れ
て
い

ま
す
。

健全化判断比率 左の内容説明
阿賀野市

の指標

早期健全化

基準（注１）

財政再生基準

（注２）

実質赤字比率
赤字額が標準財政規模に占め

る比率
－（黒字） 12.97% 20%

連結実質赤字比率

すべての会計を合算して赤字

額が標準財政規模に占める比

率

－（黒字） 17.97% 40%

実質公債費比率

公営企業、一部事務組合など

を含めた実質的な借入金の元

利償還金が標準財政規模に占

める比率

19.6% 25% 35%

将来負担比率

公営企業、出資法人などを含

めた実質的負債が標準財政規

模に占める比率

137.6% 350% ―

（注 1） 早期健全化基準とは、サッカーのルールでの「イエローカード」にあたり、財政運営に対する警告的

な意味合いがあります。この数値を超過した場合には、一部の市債借入が国から制限を受け「財政健

全化計画」を定め、計画中の事業であっても全面的な見直しを行うことになります。

（注 2） 財政再生基準とは「レッドカード」にあたり、通常の財政運営ができなくなります。この数値を超

過した場合には「財政再生計画」を定め、市税や公共料金の増額など住民サービスの全面的な見直

しを行うこととなり、市は実質的に国の管理下に置かれることになります。 

指標の名称 左の内容説明 対象となる会計の名称 阿賀野市の指標
経営健全化

基準（注３）

資金不足比率

公営企業の資金不足

の状況を事業の規模

と比較した比率

　水道事業会計

資金不足は

ありません
20%

　病院事業会計

　公共下水道事業特別会計

　集落排水事業特別会計

　少年自然の家特別会計　

　工業団地造成事業特別会計

　

な
お
、
健
全
化
判
断
比
率
と
資
金
不

足
比
率
の
算
定
は
、
あ
く
ま
で
法
律
に

定
め
ら
れ
た
ル
ー
ル
で
計
算
し
た
も
の

で
、
基
準
を
下
回
れ
ば
財
政
運
営
上
な

ん
ら
問
題
が
な
い
と
い
う
も
の
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。

　

特
に
、
実
質
公
債
費
比
率
に
お
い
て

は
、
安
全
の
目
安
が
18
％
以
下
と
定
め

ら
れ
て
い
ま
す
が
、
阿
賀
野
市
は
こ
れ

を
上
回
っ
て
い
る
た
め
、
平
成
19
年
度

よ
り
新
規
の
借
り
入
れ
を
抑
制
す
る
計

画
を
作
り
、
こ
の
計
画
に
基
づ
い
て
予

算
を
作
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
効
果
に
よ
り
、
前
年

度
の
健
全
化
判
断
比
率
と
比
較
す
る

と
、
実
質
公
債
費
比
率
は
20
・
４
％
か

ら
19
・
６
％
に
、
将
来
負
担
比
率
は

１
６
９
・
２
％
か
ら
１
３
７
・
６
％
に
、

そ
れ
ぞ
れ
数
値
が
改
善
し
財
政
の
健
全

性
が
向
上
し
て
い
ま
す
。

 （注 3） 経営健全化基準についても「イエローカード」にあたり、20％を超過した場合には「経営健全化計画」を定め、資金

不足が深刻化した要因を分析して、事業内容や公共料金の見直しを行うことなどがあります。なお、病院事業会計

には一般会計より 6億円の赤字補てんを行っていますが、仮に繰入れをしなかった場合でも資金不足の判定は年度

末の現金ベースではないため「資金不足なし」に変更ありません。

■ 

一
般
会
計
の
決
算
状
況
お

よ
び
財
政
の
健
全
化
比
率

に
関
す
る
問
い
合
わ
せ

　
　

財
政
課 

財
政
係

　
　
　

☎
61
‐
２
４
８
２

阿賀野市も毎年財
政の健康診断を受
けています

■企業会計の状況
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早
い
も
の
で
今
年
も
年
の
瀬
を
迎

え
よ
う
と
し
て
お
り
ま
す
。
当
院
に

お
い
て
も
10
月
1
日
か
ら
の
指
定
管

理
者
に
よ
る
運
営
移
行
か
ら
、
は
や

2
か
月
を
経
過
い
た
し
ま
し
た
。

こ
れ
ま
で
の
間
、
移
行
に
伴
っ
て

の
大
き
な
支
障
な
ど
は
な
く
お
お
む

ね
円
滑
に
経
過
し
て
お
り
ま
す
。

ま
た
、
心
な
し
か
職
員
全
体
に
も

ひ
と
こ
ろ
の
活
気
が
戻
り
つ
つ
あ
る

よ
う
に
も
感
じ
て
お
り
ま
す
。

今
、
当
院
は
新
た
な
体
制
の
も
と
、

診
療
提
供
体
制
の
再
構
築
に
あ
る
段

階
で
あ
る
こ
と
に
ご
理
解
い
た
だ
き

た
い
と
存
じ
ま
す
。
か
つ
て
の
水
原

郷
病
院
の
良
き
所
は
引
き
継
ぎ
、
指

定
管
理
者
制
度
に
よ
る
診
療
お
よ
び

経
営
上
の
効
果
が
一
日
も
早
く
地
域

住
民
の
皆
さ
ま
の
目
に
見
え
る
形
で

実
感
で
き
る
日
を
実
現
し
た
い
と
取

り
組
ん
で
お
り
ま
す
。

地
域
住
民
の
皆
さ
ま
か
ら
は
引
き

続
き
、
水
原
郷
病
院
を
共
に
育
て
る

と
い
う
視
点
で
見
守
っ
て
い
た
だ
き

た
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

ご
あ
い
さ
つ

　

水
原
郷
病
院
長

　
　
　
　

尾 

崎   

進

　

指
定
管
理
者
（
新
潟
厚
生
連
）
に
よ
る
水
原
郷
病
院
の
運
営
が
10
月

1
日
か
ら
開
始
さ
れ
ま
し
た
が
、
病
院
内
の
様
子
と
合
わ
せ
て
、
病
院

長
よ
り
ご
あ
い
さ
つ
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　
　
　
　
　

　
　
　

水
原
郷
病
院　
　

指
定
管
理
者
制
度　

新
潟
厚
生
連

◎ 

外
来
診
療
日
が
増
設

　

11
月
よ
り
厚
生
連
新
潟
医
療

セ
ン
タ
ー
か
ら
の
支
援
を
受
け
、

次
の
と
お
り
内
科
外
来
診
療
が

増
設
さ
れ
ま
し
た
。

■
担
当
医
師　

小
林 

勲 

医
師

■
診
療
日　

毎
週
火
曜
日　

■
診
療
時
間

　

午
前
9
時
〜
正
午

　

午
後
1
時
〜
3
時

＊ 

内
科
全
般
の
症
状
に
つ
き
診

療
対
応
し
ま
す
。

◎ 

年
末
の
外
来
診
療
日
に
つ
い
て

　

指
定
管
理
者
制
度
移
行
に
伴

い
、
年
末
の
外
来
診
療
日
が
増

え
ま
す
。

・
12
月
29
日
（
水
）、
30
日
（
木
）

　

…
通
常
診
療

※ 

た
だ
し
、
非
常
勤
診
療
科
に

つ
い
て
は
別
途
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

※ 

な
お
、
12
月
31
日
（
金
）
〜

1
月
3
日
（
月
）
は
病
院
休

診
日
と
な
り
ま
す
。

　

看
護
師
の
ユ
ニ
ホ
ー
ム
が
新

し
く
白
色
に
な
り
ま
し
た
。
今

ま
で
は
ピ
ン
ク
色
で
し
た
が
、

清
潔
感
あ
ふ
れ
る
〝
白
衣
の
天

使
〞
の
よ
う
に
原
点
に
戻
り
看

護
業
務
に
あ
た
り
ま
す
。

　

ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
し

ま
す
。

水
原
郷
病
院
か
ら
の

お
知
ら
せ

看
護
師
の
制
服
が

新
し
く
な
り
ま
し
た

■
診
療
・
予
約
の
問
い
合
わ
せ

　

〒
９
５
９
‐
２
０
９
３

　

阿
賀
野
市
岡
山
町
13
番
23
号

　
　

☎
62
‐
２
７
８
０
（
代
）

　

予
約
専
用
電
話

　

 　

☎
62
‐
２
９
０
０

　

（ 

電
話
受
付
…
月
〜
金
曜
・
午

後
2
時
30
分
〜
4
時
30
分
）

【４】

◆
情
報
発
信
館

　

 〔
市
の
情
報
（
行
事
、文
化
、観
光
、芸
能
）

発
信
基
地
と
し
て
必
要
な
施
設
〕

◆
道
の
駅

　

 〔
情
報
発
信
館
と
と
も
に
市
の
入

口
と
し
て
活
用
す
る
整
備
不
可
欠

な
施
設
〕

◆
温
浴
施
設

　

 〔
健
康
づ
く
り
的
な
意
味
合
い
を

持
ち
誘
客
が
期
待
で
き
る
施
設
で

あ
り
、
高
齢
者
等
の
集
う
施
設
に

も
な
り
得
る
施
設
〕

◆
物
販
施
設

　

 〔
安
全
、
安
心
な
食
材
と
調
理
の

紹
介
な
ど
阿
賀
野
市
Ｐ
Ｒ
に
必
要

な
施
設
〕

◆
宅
地
造
成

　

 〔
定
住
者
増
に
向
け
、
新
潟
市
へ

の
通
勤
の
適
地
で
あ
る
下
黒
瀬
に

住
宅
団
地
造
成
が
効
果
的
〕

◆
健
康
福
祉
医
療
施
設

　

 〔
健
康
増
進
施
設
と
し
て
温
浴
施

設
や
交
流
施
設
を
兼
ね
た
複
合
施

設
を
目
指
す
〕

◆
体
験
農
場

　

 〔
積
極
的
に
整
備
す
る
施
設
で
は
な

い
が
、
土
地
の
有
効
利
用
を
図
る

意
味
で
検
討
す
べ
き
施
設
で
あ
る
〕

◆
交
流
施
設

　

 〔
市
民
交
流
の
象
徴
的
な
集
い
の
場

と
し
て
、
整
備
が
望
ま
れ
た
施
設
〕

◆
公
園

　

 〔
良
好
な
自
然
環
境
を
利
用
し
整

備
す
べ
き
施
設
〕

◆
農
家
レ
ス
ト
ラ
ン

　

11
月
4
日
、
阿
賀
野
バ
イ
パ
ス
整
備
に
合
わ
せ
、
下
黒
瀬
地
区
で
整
備

計
画
の
検
討
を
進
め
て
き
た
市
民
交
流
エ
リ
ア
検
討
委
員
会
（
本
間
武
委

員
長
）
は
、
市
長
に
整
備
基
本
計
画
を
答
申
し
ま
し
た
。

　

答
申
に
先
立
ち
、
川
上
副
委
員
長
が
検
討
の
経
緯
と
概
要
を
報
告
、
そ

の
後
、
本
間
委
員
長
か
ら
答
申
書
が
市
長
へ
手
渡
し
さ
れ
、「
市
民
代
表

の
委
員
が
半
年
間
議
論
を
重
ね
取
り
ま
と
め
た
答
申
で
あ
る
の
で
、
吟
味

の
う
え
尊
重
し
て
ほ
し
い
」
と
伝
え
ら
れ
ま
し
た
。
併
せ
て
、「
今
後
は
、

市
の
経
済
を
支
え
る
各
分
野
の
代
表
や
参
加
意
欲
の
あ
る
市
民
か
ら
構
成

さ
れ
た
検
討
委
員
会
を
新
た
に
組
織
し
、
具
体
的
な
整
備
計
画
の
検
討
を

進
め
ら
れ
た
い
」
と
提
言
が
あ
り
ま
し
た
。

　

こ
れ
ま
で
の
経
緯
と
答
申
の
概
要
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

展
へ
と
導
く
た
め
に
は
、
市
民
交
流

エ
リ
ア
の
施
設
整
備
が
有
効
と
考
え

ま
し
た
。
ま
た
、
市
民
の
理
解
を
得

る
た
め
、
今
年
５
月
に
市
内
の
各
産

業
界
か
ら
推
薦
を
得
た
委
員
と
市
民

の
公
募
委
員
か
ら
な
る
『
市
民
交
流

エ
リ
ア
検
討
委
員
会
』
を
設
置
し
、

５
月
31
日
開
催
の
第
１
回
会
議
に

「
基
本
的
な
整
備
計
画
の
取
り
ま
と

め
」
を
諮
問
し
ま
し
た
。

　

検
討
委
員
会
は
こ
れ
ま
で
に
７
回

の
会
議
を
開
い
て
、
外
部
コ
ー
デ
ィ

ネ
ー
タ
ー
や
講
師
を
招
き
、
全
国
の

状
況
を
学
び
先
進
地
へ
の
視
察
を
行

い
な
が
ら
基
本
計
画
を
審
議
し
て
き

ま
し
た
。

　

市
を
活
性
化
に
導
く
た
め
に
は
、

誘
客
が
見
込
め
る
魅
力
的
な
施
設
の

整
備
に
よ
り
、
雇
用
の
確
保
と
来
訪

者
や
定
住
者
を
増
大
さ
せ
る
こ
と

で
、
市
民
が
潤
う
よ
う
な
仕
組
み
を

作
る
べ
き
と
考
え
、
積
極
的
な
事
業

展
開
を
図
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
具

体
的
に
は
、
下
黒
瀬
地
区
に
市
民
交

流
エ
リ
ア
と
し
て
整
備
す
る
施
設
を

次
の
施
設
と
し
、
市
民
参
加
に
よ
り

各
施
設
の
計
画
づ
く
り
を
早
急
に
進

め
て
く
だ
さ
い
。

《
整
備
が
望
ま
れ
る
施
設
》

　

答
申
に
は
、
次
の
施
設
整
備
が
必

要
と
示
さ
れ
ま
し
た
。〔　

〕
は
理
由

　

「
福
祉
の
道
の
駅
」
事
業
は
、
平

成
20
年
4
月
に
市
長
の
公
約
に
よ
り

中
止
と
な
り
ま
し
た
。

　

事
業
中
止
後
は
、
福
祉
の
道
の
駅

構
想
と
は
違
う
視
点
か
ら
〝
市
民
交

流
エ
リ
ア
事
業
〞
の
必
要
性
の
検
証

を
求
め
る
意
見
が
あ
り
ま
し
た
。
そ

れ
は
、
阿
賀
野
バ
イ
パ
ス
開
通
に
よ

り
市
内
の
商
店
街
が
衰
退
し
て
し
ま

う
と
い
う
危
機
感
か
ら
で
し
た
。

　

市
で
は
、
商
店
街
の
衰
退
を
交
流

人
口
で
補
う
こ
と
に
よ
っ
て
市
を
発

　
 〔

阿
賀
野
産
食
材
メ
ニ
ュ
ー
や
出

勤
途
中
の
飲
食
空
間
と
し
て
、
に

ぎ
わ
い
が
期
待
で
き
る
施
設
〕

◆
農
産
加
工
場

　

 〔
手
作
り
感
と
個
性
的
で
宣
伝
力

の
あ
る
商
品
を
開
発
す
る
場
と
し

て
必
要
〕

◆ 

そ
の
他
（
電
気
自
動
車
の
充
電
ス

タ
ン
ド
な
ど
）

　

 〔
太
陽
光
発
電
等
の
エ
コ
を
推
進
〕

　

今
後
の
施
設
計
画
づ
く
り
に
あ

た
っ
て
は
、
意
欲
の
あ
る
市
内
事
業

者
で
組
織
化
す
る
な
ど
、
事
業
効
果

が
市
の
発
展
や
活
性
化
に
つ
な
が
る

仕
組
み
を
第
一
に
し
て
く
だ
さ
い
。

　

施
設
整
備
に
あ
た
っ
て
は
、
農
業

関
係
者
、
商
店
街
関
係
者
、
地
元
の

中
小
企
業
や
食
品
企
業
の
関
係
者
、

観
光
関
係
者
、
温
泉
・
旅
館
関
係
者

な
ど
、
阿
賀
野
市
の
経
済
を
支
え
て

い
る
各
分
野
の
意
欲
の
高
い
事
業
者

を
募
り
、
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
会
社
な

ど
専
門
家
の
意
見
を
交
え
な
が
ら
計

画
作
成
を
行
い
、
運
営
す
る
と
い
う

仕
組
み
に
し
て
く
だ
さ
い
。

＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊

　

答
申
書
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
ご

覧
い
た
だ
け
ま
す
。

    (h
ttp
://w
w
w
.c
ity
.a
g
a
n
o
.

n
iig
a
ta
.jp
/)

■
市
民
交
流
エ
リ
ア
の
必
要
性

市
民
交
流
エ
リ
ア

本間委員長（左）から市長へ答申

　

整
備
基
本
計
画
を
答
申

　
　
　
　

‐
市
民
交
流
エ
リ
ア
検
討
委
員
会
‐

答
申
の
概
要

答
申
の
概
要

■
施
設
整
備
の
方
針

■
施
設
計
画
の
留
意
点

　

（
運
営
事
業
者
）

経
緯
経
緯

　

こ
の
記
事
に
関
す
る
問
い
合
わ
せ
は
、
企
画
政
策
課 

フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
推
進
室
へ　

☎
62
‐
２
５
１
０
（
内
線
２
８
９
）
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写真：前列左から、田中無蓋さん、清田壽一さん、加藤傳一さん、（山崎副議長）、（帆苅県議会議員）、（天野市長）、清水友行さん（議長）、

横渡眞治さん、菊地修市さん、韮澤幸雄さん、酒井健さん、

中列左から、加藤正雄さん、吉田哲さん（代理）、鈴木昭八さん、花澤勝さん、小見早百合さん、古川勝さん、齋藤悠輔さん、

遠藤寅生さん、小林保子さん、山﨑英介さん（代理）、

後列左 5人目から、提中宗雄さん、佐藤十九一さん　（※佐藤徹さん欠席）

11 月 3 日（文化の日）、各分野で功績があった の ました。

瑞宝双光章 瑞宝単光章

平成 22 年 秋の叙勲受章

危険業務従事者叙勲

～ 長年にわたる功績・功労に贈られました（11月3日） ～

●固定資産評価審査委員会委員として社会に貢献

　　横渡眞治さん（堀越・同委員を通算14年間在任）、菊地修市さん（飯山新・同委員を通算16年間在任、現職）

●農業委員会委員として農業振興に貢献

　　 加藤傳一さん（粕島・同委員を通算 21年間在任）、清水友行さん（山倉新田・同委員を通算 23年間在任）、
清田壽一さん（大室・同委員を通算 14年間在任）、韮澤幸雄さん（中島町・同委員を通算 14年間在任）

●自治会長として行政事務連絡および区内自治の振興に貢献

　　 田中無蓋さん（金田町・自治会長を通算 22 年間在任、現職）、酒井健さん（緑町・自治会長を通算 14

年間在任）

●交通安全指導員として交通安全の推進に貢献

　　 小見早百合さん（堀越・同指導員として通算 21 年間在任）、花澤勝さん（小島・同指導員として通算

20 年間在任）、佐藤徹さん（久保・同指導員として通算 15 年間在任）、古川勝さん（下条町・同指導

員として通算 13年間在任）

●民生委員・児童委員として社会福祉の向上に貢献

　　 鈴木昭八さん（分田・同委員として通算 13 年間在任、現職）、齋藤悠輔さん（保田・同委員として通

算 14 年間在任、現職）、遠藤寅生さん（熊居新田・同委員として通算 13 年間在任、現職）、小林保子

さん（金渕甲・同委員として通算 20 年間在任、現職）、吉田哲さん（中央町2・同委員として通算 16

年間在任）

●旧水原町および阿賀野市体育協会役員としてスポーツの振興に貢献

　　加藤正雄さん（若葉町・同体育協会役員として通算 43年間在任）

●大荒川羽黒堰の管理・操作業務に精勤し地域社会に貢献

　　山﨑英介さん（羽黒・羽黒堰操作員として通算 34年間精勤）

●企業の誘致協力により雇用・税収確保に貢献

　　佐藤十九一さん（久保・東部産業団地への企業誘致に尽力）

●教育・文化の向上に貢献

　　提中宗雄さん（保田・教育委員長として通算 10年間在任）

月月 日（日（文化の日）、文化の日）、文化の日）、各分野で功績があった各分野で功績があった ましたました

阿賀野市功労者表彰式阿賀野市功労者表彰式

　 元・笹神村消防団
　　   副団長　 　 

　荒
あら

木
き

昌
まさ

哉
や

さん（村杉）

S  ports 

昭
和
34
年
11
月
旧
水
原

町
消
防
職
員
に
採
用
。
以

後
水
原
郷
消
防
組
合
、
阿

賀
北
広
域
組
合
と
平
成
13

年
3
月
ま
で
通
算
41
年
間

務
め
ら
れ
、
本
部
消
防
長

（
消
防
監
）
を
最
後
に
退

職
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
間
、
職
務
を
忠
実

に
遂
行
、
自
然
災
害
・
火
災
・

救
急
現
場
活
動
で
は
迅
速

か
つ
適
切
な
判
断
と
指
揮

に
よ
り
災
害
の
防
止
と
被

害
の
軽
減
、
地
域
住
民
の

生
命
身
体
・
財
産
の
保
護

に
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。

昭
和
38
年
6
月
に
笹
神

村
消
防
団
に
入
団
。
以
来

平
成
11
年
4
月
ま
で
通
算

34
年
11
か
月
の
長
き
に
わ

た
り
消
防
団
員
を
務
め
ら

れ
ま
し
た
。

こ
の
間
、
昭
和
62
年

4
月
か
ら
平
成
11
年
4
月

ま
で
は
笹
神
村
消
防
団
の

副
団
長
を
12
年
間
歴
任
さ

れ
、
水
防
活
動
や
火
災
消

火
活
動
に
率
先
し
て
あ
た

り
、
地
域
住
民
の
生
命
身

体
・
財
産
の
保
護
な
ど
消

防
防
災
活
動
に
尽
力
さ
れ

ま
し
た
。

　 元・阿賀北広域組合
　　   消防監 　

　酒
さか

井
い

 淳
じゅん

さん（市野山）

北信越大会で入賞！（空手）

◎大会名＝ 第 22 回北信越地区空手道

　　　　　選手権大会（11 月 7 日）

◎会場＝上越市 リージョンプラザ上越

◎ 結果＝以下のとおり

【形の部】
・小学 4年生女子

  優　勝  髙木乙羽さん（笹）

・中学 2年生男子

  ３　位  井上大樹さん（安）

【組手の部】
・小学 4年生女子

  優　勝  海津　空さん（笹）

・小学 5年生女子

  準優勝  小熊咲季さん（水）

・小学 6年生女子

  ３　位  小林天音さん（笹）

・中学 1年生女子

  準優勝  上野きりかさん（水）

・中学 2年生男子

  ３　位  上松亜星さん（水）

・中学 3年生女子

  準優勝  北野未華さん（笹）

  ３　位  井上さつきさん（安）

・一般男子（個人）

  優　勝  佐藤哲哉さん（水）

  準優勝  羽賀慎也さん（水）

  ３　位  西潟雅樹さん（水）

・一般男子（団体）

  優 　勝  新潟県（選手5人のうち

佐藤・羽賀・西潟選手が水空会）

◎ 市体育協会加盟団体＝安田支部：拳照会⇒（安）／
水原支部：水空会⇒（水）／笹神支部：拳神会⇒（笹）
と標記しています。

　3月下旬に京セラドーム大阪をメイン会場にして開催

される全国大会に、新発田リトルシニアの選手として出

場が決定しました。3選手はそれぞれ地元のスポーツ少

年団（寺社ビッグファイターズ、阿賀野ビートルズ、分田イーグ

ルス）の出身で、後輩たちの目標となるよう、日々練習に

励んでいます。皆さん、応援よろしくお願いします！

川口達朗さん（水原中 2年）、木村将大さん（京ヶ瀬中 2年）、杉山晃一さん（水原中 1年）
※ともに新発田リトルシニア所属

― 第 17 回日本リトルシニア野球全国選抜大会に出場決定！！ ―

【大会に向けてひとこと】

〔川 口選手〕全員で戦って、全国制覇を目指してが

んばります。

〔木 村選手〕監督には最低でもベスト 8に入るよう

にと言われていますが、全国制覇を目指します。

〔杉 山選手〕先輩たちが勝ち進めるように精一杯応

援をします。

【出場決定までの軌跡】

◎ 新潟ブロック新人大会（9月 26 日～・水原野球

場ほか）　優勝

◎ リトルシニア信越連盟新人順位決定大会（10 月

17 日・長野県 坂北野球場）　優勝

木村さん　 　川口さん　　 杉山さん
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高
額
医
療
・
高
額
介
護
合
算

制
度
と
は

　

1
年
間
の
医
療
費
と
介
護
サ
ー
ビ

ス
利
用
料
の
自
己
負
担
額
が
高
額
に

な
っ
た
方
の
負
担
を
軽
減
す
る
こ
と

を
目
的
と
し
た
制
度
で
す
。

　

こ
の
制
度
は
、
毎
年
8
月
1
日
か

ら
翌
年
7
月
31
日
ま
で
の
1
年
間
分

を
対
象
と
し
て
い
ま
す
。

　

今
回
の
対
象
は
、
平
成
21
年
8
月

1
日
か
ら
平
成
22
年
7
月
31
日
ま
で

の
1
年
間
の
医
療
費
と
介
護
サ
ー
ビ

ス
利
用
料
で
す
。

 

■
支
給
対
象
者

　

次
の
条
件
を
ど
ち
ら
も
満
た
す
場

合
に
対
象
と
な
り
ま
す
。

① 

同
一
世
帯
内
の
後
期
高
齢
者
医
療

制
度
加
入
者
で
、
対
象
期
間
内
に

『
医
療
費
』
と
『
介
護
サ
ー
ビ
ス

利
用
料
』
の
両
方
の
自
己
負
担
が

あ
っ
た
場
合
。

② 

同
一
世
帯
内
の
後
期
高
齢
者
医
療

制
度
加
入
者
で
、『
医
療
費
』と『
介

護
サ
ー
ビ
ス
利
用
料
』
の
自
己
負

担
額
の
合
計
が
下
表
の
自
己
負
担

限
度
額
を
超
え
た
場
合
。

※ 

同
一
世
帯
で
あ
っ
て
も
、
後
期
高

齢
者
医
療
制
度
に
加
入
し
て
い
な

い
家
族
の
自
己
負
担
額
を
合
計
す

る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。
ま
た
、

食
事
代
や
居
住
費
な
ど
は
含
み
ま

せ
ん
。 

申請手続きの流れ

高額医療・高額介護合算制度について

⬅
所得区分※

自己負担限度額
対象期間：平成21年 8月1日～
　　　　   平成22年 7月 31日

現役並み所得者 67 万円

一般 56 万円

住民税非課税世帯
区分Ⅱ 31 万円

区分Ⅰ 19 万円

※ 所得区分は、基準日（平成22年7月31日もしくは、資格喪失の前日）
現在の所得に応じて適用されます。

【申請窓口】
健康推進課 国保年金室

後期高齢係

後期高齢者医療制度 の後期高齢者医療制度 の
お知らせお知らせ

夫（79歳）、妻（76歳）・所得区分「一般」の場合

　後期高齢者医療制度に加入している夫婦で、夫が病院に入院、妻が介護保険サー
ビスを利用している場合で、年間の自己負担額が高額な場合。

医療費の
自己負担額（年額）

介護サービスの
自己負担額（年額）

世帯負担の合計
申請により
払い戻される額

夫 30 万円 － 30 万円＋ 30 万円
＝ 60 万円

60 万円－ 5
（ 限 度 額 ）

6 万円

＝ 4 万円妻 － 30 万円

■
支
給
額

　

左
表
の
自
己
負
担
限
度
額
を
超
え

た
分
が
、
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
と

介
護
保
険
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
支
給
さ
れ

ま
す
（
支
給
額
が
５
０
０
円
以
下
の

場
合
は
支
給
さ
れ
ま
せ
ん
）。

高額医療・高額介護合算制度の
支給例

⬅
⬅

新潟県後期高齢者医療

広域連合

①案内

③振り込み

②申請

【① 案内】
　広域連合から支給対象となる人に、申請手続きの案内をします。（12 月初旬）
【② 申請】
　申請書に同封されている記入例を参考に、必要事項を支給申請書に記入して健康推進課
国保年金室 後期高齢係、または各支所 後期高齢担当の窓口に提出してください。
【③ 振り込み】
　申請手続きをいただいた後、約 2か月後に『医療費』分を、約 3か月後に『介護サービ
ス利用料』分を、申請書に記入いただいた金融機関の口座へ振り込みします。

■
申
請
手
続
き
案
内
の
発
送

　

支
給
の
対
象
と
な
る
人
に
は
、
12

月
初
旬
よ
り
新
潟
県
後
期
高
齢
者
医

療
広
域
連
合
か
ら
申
請
手
続
き
の
案

内
を
発
送
し
ま
す
。

※ 

た
だ
し
、次
の
よ
う
な
場
合
に
は
、

申
請
手
続
き
の
案
内
が
広
域
連
合

か
ら
発
送
で
き
な
い
場
合
が
あ
り

ま
す
の
で
、
支
給
対
象
者
に
な
る

と
思
わ
れ
る
場
合
に
は
、
健
康
推

進
課 

国
保
年
金
室 

後
期
高
齢
係

ま
で
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■高額医療・高額介護合算制度に関する問い合わせ

　・新潟県 後期高齢者医療広域連合 業務課 医療給付係　☎ 025-285-3222

　・健康推進課 国保年金室 後期高齢係　☎ 62-2510（内線 223・226）

　・福祉課 長生き支援室 介護保険係　☎ 62-2510（内線 255）

被保険者

平
成
21
年
8
月
1
日
か
ら
平
成

22
年
7
月
31
日
ま
で
の
間
に
…

● 

75
歳
に
到
達
す
る
な
ど
、
後

期
高
齢
者
医
療
制
度
に
加
入

し
た
人
が
い
る
場
合
（
加
入

前
が
協
会
け
ん
ぽ
な
ど
）

●
加
入
者
が
亡
く
な
っ
た
場
合

申請書
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中
学
生
の
体
験
学
習
の
た
め
に
、

子
育
て
中
の
お
母
さ
ん
が
赤
ち
ゃ
ん

を
連
れ
て
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
参

加
し
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

　

生
徒
た
ち
は
実
際
に
赤
ち
ゃ
ん
を

抱
っ
こ
し
た
り
、
赤
ち
ゃ
ん
を
育
て

て
い
る
お
母
さ
ん
た
ち
と
会
話
を
し

た
り
、
妊
娠
の
擬
似
体
験
を
す
る
こ

と
で
妊
娠
中
の
苦
労
や
子
育
て
の
大

変
さ
を
感
じ
て
い
ま
し
た
。

　

初
め
は
緊
張
し
て
い
た
生
徒
た
ち

も
、
赤
ち
ゃ
ん
の
か
わ
い
ら
し
さ
、

お
母
さ
ん
の
温
か
さ
に
触
れ
、
自
分

も
友
達
も
大
切
に
育
て
ら
れ
て
き
た

こ
と
を
感
じ
取
り
「
性
」「
命
」
の

尊
さ
を
学
ぶ
こ
と
が
で
き
た
よ
う
で

す
。

♥
思
春
期
っ
て
ど
ん
な
時
期
？

　

心
と
身
体
の
成
長
が
大
き
な
変
化

を
遂
げ
る
時
で
す
。

　

さ
ま
ざ
ま
な
変
化
が
あ
り
、
そ
れ

は
今
ま
で
と
は
違
う
未
知
の
変
化
で

あ
る
た
め
、
葛
藤
す
る
時
期
で
も
あ

り
ま
す
。
人
間
は
皆
こ
の
時
期
を
経

験
し
成
長
を
し
て
い
き
ま
す
が
、
心

と
身
体
の
バ
ラ
ン
ス
が
取
り
づ
ら
い

時
で
も
あ
り
、
周
り
の
大
人
も
戸
惑

う
こ
と
が
多
く
、
温
か
く
見
守
っ
て

い
く
こ
と
が
大
切
な
時
期
で
す
。

♥ 

「
健
康
あ
が
の
21
計
画
」
の

目
標

　

「
健
康
あ
が
の
21
計
画
」
で
は
「
市

民
の
め
ざ
す
い
き
い
き
健
康
目
標
」

を
設
定
し
て
い
ま
す
。
学
童
・
思
春

期
（
7
歳
〜
18
歳
）
の
時
期
で
は
「
心

身
と
も
に
健
や
か
に
の
び
の
び
と
充

実
し
た
日
々
を
過
ご
そ
う
」
と
い
う

目
標
を
掲
げ
て
い
ま
す
。

　

そ
の
中
に
は
「
親
子
で
性
や
性
感

　市では、平成 18 年度に「健康あがの 21 計画」

を策定し平成 19 年度から計画に沿った健康づ

くり事業に取り組んでいます。この計画では人

生を５段階（「乳幼児期」「学童・思春期」「青年期」

「壮年期」「高齢期」）に分けそれぞれのライフ

ステージでの課題、必要な目標を設定していま

す。今年はこの計画の中間評価を実施しており、

今後の事業に反映させる予定です。

　今回は「学童・思春期」の子どもたちの現状

や取り組みなどについて紹介します。

現状と取り組み

新潟県の母子保健統計からみた思春期を取り巻く現状

◎年齢別人口妊娠中絶件数（20 歳未満）

総数 実施率※ 全国の実施率

平成 17 年度 521 8.4 9.4

平成 18 年度 474 7.9 8.7

平成 19 年度 383 6.5 7.8

平成 20 年度 392 7.1 7.6
※実施率…15 歳～ 19 歳の女子人口／千人

♣ 全国の実施率は下降していますが、新潟県の実施率は下降し

ていたものが 20 年度には上昇しています。

◎新潟県のエイズ相談件数・検査件数の推移

17 年 18 年 19 年 20 年 21 年

相談件数 1,920 3,017 3,739 4,567 3,879

検査件数 930 1,124 1,530 2,546 1,806

※ エイズに関する相談は県内の保健所や看護協会で実施。検査は県

内の保健所で実施。

♣ 相談件数・検査数ともに平成 21 年は減少しましたが、数年

前に比べて大きく増加しています。多くの人が相談や検査を

受けていることが分かります。

赤ちゃん
ふれあい体験

お母さんたちって大変そう。

でも楽しいことのほうが多いのかぁ・・・

しっかり赤ちゃんを抱っこ。

とてもかわいいね。

　市民のみなさんの「こころ」と「からだ」の

健康のために市では今後もさまざまな事業を

考え、実施していきます。

この記事に関する問い合わせは、

健康推進課母子係へ。

☎ 62-2510（内線 638）

染
症
の
正
し
い
知
識
を
身
に
つ
け
よ

う
」（
望
ま
な
い
妊
娠
と
性
感
染
症

を
な
く
そ
う
）
と
い
う
項
目
も
あ
り

ま
す
。

♥ 

知
る
こ
と
の
大
切
さ

　

望
ま
な
い
妊
娠
や
性
感
染
症
を
防

ぐ
た
め
に
も
、
正
し
い
知
識
を
も
つ

こ
と
が
と
て
も
大
切
で
す
。

　

市
内
の
中
学
2
年
生
を
対
象
に
、

保
健
所
の
主
催
で
「
性
に
関
す
る
学

習
会
」
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
京
ヶ
瀬
中
学
校
2
年
生
は

「
赤
ち
ゃ
ん
ふ
れ
あ
い
体
験
」
を
実

施
し
て
い
ま
す
。

　

正
し
い
知
識
と
命
の
大
切
さ
を

知
っ
て
も
ら
い
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。

思春期の
子どもたち
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平
成
21
年
度
か
ら
開
催
し
て
い
る

水
中
運
動
に
は
、
多
く
の
皆
さ
ん
か

ら
参
加
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

　

平
成
22
年
度
は
40
回
コ
ー
ス
を
開

設
し
、
前
期
と
後
期
に
分
け
、
そ
れ

ぞ
れ
20
回
コ
ー
ス
で
教
室
を
開
催
し

て
い
ま
す
。（
教
室
は
約
1
時
間
）

　

ま
た
、
年
度
途
中
に
希
望
者
が

多
数
あ
っ
た
た
め
、
9
月
中
旬
よ

り
「
水
中
運
動
教
室―
木
曜
ク
ラ
ス

25
回
コ
ー
ス
」
を
開
設
。
前
期
、
後

期
、
木
曜
ク
ラ
ス
と
合
わ
せ
て
、
合

計
２
９
８
人
が
水
中
運
動
に
参
加
し

て
い
ま
す
。

　

体
験
者
か
ら
は
「
湿
布
が
い
ら
な

く
な
っ
た
」「
階
段
の
上
り
下
り
が

楽
に
な
っ
た
」
な
ど
の
声
が
寄
せ
ら

れ
て
い
ま
す
。
介
護
予
防
・
健
康
づ

く
り
の
た
め
に
、
ぜ
ひ
申
し
込
み
く

だ
さ
い
。（
た
だ
し
、
教
室
は
来
年

度
か
ら
に
な
り
ま
す
）

▼
対
象
者

　

 　

介
護
予
防
・
健
康
づ
く
り
を
目

指
す
阿
賀
野
市
民
。（
た
だ
し
、

医
師
か
ら
水
中
運
動
を
制
限
さ
れ

て
い
る
人
は
除
き
ま
す
）

▼
申
込
期
限

　
　

随
時
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

▼
参
加
料
金

　

 　

今
年
は
、
プ
ー
ル
使
用
料
と

し
て
前
期
・
後
期
20
回
コ
ー
ス
は

４
、０
０
０
円
ず
つ
、
9
月
か
ら
の

木
曜
25
回
コ
ー
ス
は
５
、０
０
０
円

の
負
担
を
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。（
参

加
費
は
変
わ
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
）

　

 　

ま
た
、「
ス
ポ
ー
ツ
安
全
保
険
」

の
加
入
が
条
件
で
す
。
掛
金
は
、

65
歳
以
上
８
０
０
円
、
65
歳
未
満

１
、６
０
０
円
で
す
。

▼
申
し
込
み

　

 　

申
し
込
み
は
、
電
話
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
・

電
子
メ
ー
ル
で
受
け
付
け
ま
す
。

住
所
・
氏
名
・
電
話
番
号
・
生
年

月
日
を
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

※ 

申
し
込
み
し
た
人
は
待
機
者
台
帳

に
登
載
さ
れ
、
来
年
度
に
正
式
な

申
込
書
を
送
付
し
ま
す
。
す
ぐ
に

は
参
加
で
き
ま
せ
ん
の
で
、
ご
了

承
く
だ
さ
い
。

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　

 

企
画
政
策
課
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
推
進
室

　

☎
62
‐
２
５
１
０
（
内
線
２
８
９
）

　

Ⓕ
62
‐
０
２
８
１

　

 k
ik
a
k
u
@
c
ity
.a
g
a
n
o
.

n
iig
a
ta
.jp

〝
元
気
づ
く
り
〞

　
　

水
中
運
動
教
室 

参
加
者
募
集

水
中
運
動
で
元
気
い
っ
ぱ
い

水中運動教室の様子

　

敬
老
会
事
業
・
瓢
湖
憩
の
家

　

市
で
は
、
市
が
行
う
事
業
や
公
共

施
設
の
必
要
性
・
あ
り
方
な
ど
を
検

討
す
る
「
事
業
評
価
」
を
実
施
し
、

そ
の
審
議
結
果
を
「
広
報
あ
が
の
8

月
号
」
で
お
知
ら
せ
し
ま
し
た
。

　

そ
の
中
で
、
敬
老
会
は
事
業
内
容

の
抜
本
的
な
見
直
し
『
改
善
』、
瓢

湖
憩
の
家
は
老
朽
化
に
よ
り
次
年
度

中
に
閉
鎖
『
廃
止
』
と
い
う
評
価
に

な
っ
て
い
ま
す
。

　

そ
こ
で
、「
敬
老
会
」
事
業
と
「
瓢

湖
憩
の
家
」
施
設
に
つ
い
て
、
市
民

の
皆
さ
ん
の
意
見
を
お
聞
か
せ
い
た

だ
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

「
敬
老
会
」
と
「
瓢
湖
憩
の
家
」
に

つ
い
て
の
現
状
や
市
の
考
え
方
な
ど

を
お
知
ら
せ
し
ま
す
の
で
、
そ
れ
に

対
す
る
意
見
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

◎ 

評
価
結
果
・『
改
善
』（
事
業
内
容

の
抜
本
的
見
直
し
）

▼
現
状
等

《
平
成
22
年
度
実
施
状
況
》

・ 

対
象
者
…
昭
和
8
年
4
月
1
日
以

前
生
ま
れ
の
方
（
５
、６
７
５
人
）

・
会
場
…
水
原
総
合
体
育
館

・
開
催
期
日
・
出
席
率
　

　

【 

6
月
12
日
】

　

 

笹
神
地
区
・
京
ヶ
瀬
地
区
合
同
敬

老
会
…
出
席
率
18
・
0
％

　

 【
9
月
11
日
】

　

 

安
田
地
区
・
水
原
地
区
合
同
敬
老

会
…
出
席
率
16
・
8
％

　

〔
全
体
出
席
率
17
・
3
％
〕

・
出
席
者
数
…
4
地
区
計
９
８
０
人

　

笹
神
地
区
２
６
１
人

　

京
ヶ
瀬
地
区
１
４
０
人

　

安
田
地
区
１
８
２
人

　

水
原
地
区
３
９
７
人

・
記
念
品
贈
呈
対
象
者

・
１ 

０
０
歳
（
明
治
43
年
4
月
2
日

生
〜
明
治
44
年
4
月
1
日
生
）

・
88 
歳
（
大
正
11
年
4
月
2
日
生
〜

大
正
12
年
4
月
2
日
生
）

・
77 
歳
（
昭
和
8
年
4
月
2
日
生
〜

昭
和
9
年
4
月
1
日
生
）

・ 

内
容
…
賄
い
弁
当
、
飲
物
、
ア
ト

ラ
ク
シ
ョ
ン
（
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に

よ
る
歌
、
踊
り
、
演
奏
な
ど
）

・
予
算
額
…
約
４
０
０
万
円

▼
市
の
考
え
方
（
改
善
案
）

　

集
合
し
て
開
催
す
る
「
敬
老
会
」
で

は
な
く
、
個
人
に
対
し
て
「
敬
老
の
意

を
表
す
る
」
形
式
を
考
え
て
い
ま
す
。

（
例 

）
節
目
の
年
齢
該
当
者
に
記
念

品
を
贈
り
、
そ
れ
以
外
の
方
へ

は
「
祝
い
状
」
を
送
付
す
る
な
ど
。

◎ 

評
価
結
果
・『
廃
止
』（
次
年
度
中

に
閉
鎖
）

▼
現
状
等

《
施
設
現
況
》

・ 

構
造
・
建
築
年
…
鉄
骨
造
平
屋
建

５
９
９
・
79
㎡
、
昭
和
52
年
12
月

建
築
（
築
33
年
経
過
）

・ 

開
設
時
間
…
午
前
9
時
30
分
〜
午

後
4
時
30
分
（
月
曜
、
年
末
年
始

は
休
館
）

・ 

管
理
方
法
…
指
定
管
理
（
㈳
阿
賀

野
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
へ

委
託
）

・ 

利
用
実
績
（
平
成
21
年
度
）
…
許

可
件
数
６
３
３
件
、
利
用
者
数

５
、９
３
３
人

《
施
設
老
朽
化
の
状
況
》

・ 

平
成
23
年
12
月
に
は
建
物
の
耐
用

年
数
（
34
年
）
を
迎
え
る
。

・ 

屋
根
の
全
面
改
修
、
耐
震
改
修
、

下
水
道
接
続
な
ど
の
工
事
が
必
要

で
あ
り
、
３
、
５
０
０
万
円
程
度

の
経
費
が
必
要
に
な
る
。

・ 

入
浴
施
設
は
老
朽
化
の
進
行
や
機

器
の
故
障
等
に
よ
り
、
平
成
18
年

度
か
ら
使
用
不
可
。

《
そ
の
他
》

・ 

現
在
の
利
用
…
地
区
避
難
所
お
よ
び

選
挙
投
票
所
と
し
て
使
用
し
て
い
る
。

・ 

予
算
額
（
委
託
費
）
等
…

　
　
　
　
　
　
　

３
、２
６
２
千
円

▼
市
の
考
え
方
（
案
）

① 

平
成
24
年
3
月
末
ま
で
の
適
当
な

時
期
に
閉
鎖
し
、
解
体
す
る
。

② 

廃
止
後
の
利
用
計
画
と
し
て
は
、

ラ
ム
サ
ー
ル
条
約
登
録
湿
地
で
あ

る
瓢
湖
隣
接
地
と
い
う
立
地
か

ら
、
高
齢
者
福
祉
等
の
利
用
よ
り

も
環
境
保
全
、
自
然
保
護
、
観
光

等
の
目
的
で
活
用
を
図
る
。

　

「
敬
老
会
」
と
「
瓢
湖
憩
の
家
」

に
つ
い
て
、
次
の
と
お
り
意
見
等
を

お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

①
意
見
募
集
期
間

　

 

12
月
1
日
（
水
）
〜
12
月
28
日
（
火
）

②
意
見
提
出
方
法　

　

郵
送
、
電
子
メ
ー
ル
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
ま

た
は
市
役
所
本
庁
・
各
支
所
お
よ
び

瓢
湖
憩
の
家
に
備
え
付
け
の
「
敬
老

会
・
瓢
湖
憩
の
家
に
対
す
る
ご
意
見

箱
」
に
投
函
し
て
く
だ
さ
い
。

③
意
見
提
出
様
式

・ 

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー

ド
で
き
る
「
意
見
提
出
用
」
様
式

・ 

ご
意
見
箱
脇
に
備
え
付
け
の
「
意

見
提
出
用
」
様
式

・
任
意
の
様
式

④
意
見
提
出
上
の
注
意
事
項

※ 

意
見
の
提
出
に
当
た
っ
て
は
、
住

所
・
氏
名
（
フ
リ
ガ
ナ
）・
電
話

番
号
を
記
載
し
て
く
だ
さ
い
。

※ 

意
見
を
正
確
に
把
握
す
る
必
要
が

あ
る
た
め
、
な
る
べ
く
意
見
提
出

用
様
式
に
よ
り
意
見
を
お
聞
か
せ

く
だ
さ
い
。
ま
た
同
様
の
理
由
に

よ
り
、
電
話
に
よ
る
意
見
は
ご
遠

慮
願
い
ま
す
。

※ 

頂
い
た
意
見
に
対
す
る
個
別
の
回

答
は
行
い
ま
せ
ん
の
で
ご
了
承
願

い
ま
す
。
ま
た
、
意
見
の
内
容
は
、

住
所
・
氏
名
・
電
話
番
号
・
電
子
メ
ー

ル
ア
ド
レ
ス
等
を
除
き
、
す
べ
て

公
開
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

⑤
問
い
合
わ
せ

・ 

敬
老
会
は
、
福
祉
課 

高
齢
福
祉
係

（
内
線
２
３
７
）
へ

・ 

瓢
湖
憩
の
家
は
、
福
祉
課 

福
祉
企

画
係
（
内
線
２
４
２
）
へ

〒
９
５
９
‐
２
０
９
２　

阿
賀
野
市

岡
山
町
10
番
15
号

☎
62
‐
２
５
１
０
、
Ⓕ
61
‐
２
０
３
６

fukushi@
city.ag

ano
.niig
ata.jp

【
敬
老
会
事
業
】

【
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

　

瓢
湖
憩
の
家
管
理
事
業
】

【
意
見
募
集
方
法
】

敬老会事業

瓢湖憩の家

ご
意
見
を
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い

ご
意
見
を
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い

ご
意
見
を
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
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全地区の
皆さんへ

や
め
て
！ 

ご
み
の
不
法
投
棄

■ 

河
川
用
地
や
空
き
地
へ
の

不
法
投
棄
に
よ
る
影
響

・ 

有
害
物
質
な
ど
が
漏
れ
出
し
、土
壌
・

水
質
汚
染
や
環
境
破
壊
を
招
く
。

・ 

動
物
の
誤
飲
・
誤
食
に
よ
る
死
亡
。

植
物
の
枯
死
。
生
態
系
の
損
傷
。

・
景
観
や
美
観
の
悪
化
・
喪
失
。

・ 

二
次
災
害（
地
元
や
関
係
者
の
不
安
、

火
災
、
汚
染
物
質
の
飛
散
・
流
出
に

よ
る
人
畜
被
害
、
農
林
水
産
業
生

産
物
へ
の
被
害
な
ど
）
の
発
生
。

・ 

土
地
管
理
者
の
現
状
復
帰
や
処
理
に

係
る
多
大
な
労
力
と
経
費
の
負
担
。

■ 

不
法
投
棄
を
目
撃
・
発

見
し
た
ら
…

次
の
事
項
を
分
か
る
範
囲
で
お
知

ら
せ
く
だ
さ
い
。

　

①
発
見
日
時
②
発
見
場
所
③
現
地

の
状
況
や
所
有
者
④
現
地
の
目
印
や

進
入
路
⑤
投
棄
し
た
人
や
搬
入
車
両

の
特
徴
（
体
格
、
顔
立
ち
、
衣
服
、

車
両
の
色
、
ナ
ン
バ
ー
等
）
⑥
投
棄

物
の
種
類
や
量
な
ど
。

　

ま
た
、
確
認
の
た
め
、
情
報
提
供

者
の
お
名
前
と
連
絡
先
を
お
聞
き
し

て
い
ま
す
。

■
不
法
投
棄
者
の
特
定

市
で
は
ご
み
の
不
法
投
棄
を
発
見

す
る
と
、
警
察
の
協
力
を
得
て
「
犯

人
」の
特
定
に
向
け
て
調
査
し
ま
す
。

ま
た
、
不
法
投
棄
者
が
特
定
で
き

な
い
場
合
は
、
市
の
管
理
地
等
は
市

が
処
分
す
る
こ
と
に
な
り
、
そ
の
処

分
費
用
は
22
年
度
で
は
90
万
円
に

上
っ
て
い
ま
す
。

　

ご
み
の
不
法
投
棄
が
あ
と
を
た
ち
ま
せ
ん
。

　

自
動
車
の
タ
イ
ヤ
が
農
業
用
水
路
敷
に
投
棄
さ
れ
て
い
た
り
、
家
財
と

思
わ
れ
る
物
が
人
目
に
つ
き
に
く
い
空
き
地
に
捨
て
ら
れ
て
い
た
り
、
市

外
の
ご
み
や
大
量
の
自
転
車
タ
イ
ヤ
が
ご
み
収
集
所
に
持
ち
込
ま
れ
る
な

ど
、
多
様
の
事
案
が
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

影
響
は
多
方
面
に
渡
り
、
し
か
も
深
刻
な
問
題
と
な
る
こ
と
が
明
ら
か

に
な
っ
て
い
ま
す
。
い
っ
た
ん
、
環
境
が
破
壊
さ
れ
た
り
、
動
物
が
死
亡

し
た
り
し
た
ら
二
度
と
取
り
戻
す
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。
不
法
投
棄
の
最

も
有
効
な
対
応
は
、
監
視
の
目
を
増
や
し
、
そ
の
場
（
人
）
を
お
さ
え
る
こ

と
に
あ
り
ま
す
。
引
き
続
き
市
民
の
皆
さ
ま
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　 ペットボトルキャップ回収ボックスの設置について
　
　　広報あがの８月号「市長へのたより」で掲載の「ペットボトルキャップの

回収要望」により、このたび、資源ごみのリサイクルを目的として安田支所

に回収ボックスを設置しました。回収作業は当面市職員が行い、設置場所は

安田支所の玄関として試行します。このためペットボトルキャップの収集は、

開庁日・開庁時間に限らせていただきます。ご了承ください。

　なお、安田地区以外の水原・京ヶ瀬・笹神地区は引き続き、プラスチック製容器

包装としてごみ収集所において分別回収しますので、ご協力をお願いします。

■
通
報
・
連
絡
先

　

不
法
投
棄
の
情
報
は
、
市
役
所

市
民
生
活
課
（
内
線
２
１
７
）
の

ほ
か
、
県
新
発
田
地
域
振
興
局
環

境
セ
ン
タ
ー
（
☎
０
２
５
４
‐
26

‐
９
１
３
９
）、
県
庁
不
法
投
棄

ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
（
Ｆ
Ａ
Ｘ
兼
用 

☎

０
１
２
０
‐
３
８
１
‐
７
９
０
）
で

受
け
付
け
て
い
ま
す
。

農業用水路敷への古タイヤ投棄 空き地への家財大量投棄

安田支所に設置された
回収ボックス

ハ
ガ
キ
、
メ
ー
ル
等
で
ご
意
見
を
お
寄
せ

く
だ
さ
い
。
ハ
ガ
キ
は
市
役
所
、
支
所
等
の

公
共
施
設
に
お
い
て
あ
り
ま
す
。

市
長
へ
の
た
よ
り

ご
み
処
理
券
に
つ
い
て 

　
　

　

　

安
田
地
区
と
他
の
地
区
で
は
ご
み
の
出
し
方

が
違
い
ま
す
。
安
田
地
区
は
何
で
も
燃
え
る

ご
み
と
な
る
た
め
ご
み
が
多
く
な
り
、
ご
み

処
理
券
が
足
り
ま
せ
ん
。

（
10
月
20
日
受
付　

女
性
）

　

    

　

安
田
地
区
の
ご
み
は
、
以
前
か
ら
五
泉
市

と
共
同
処
理
を
し
て
い
る
た
め
、
他
の
地
区

と
は
分
別
区
分
や
出
し
方
が
違
い
、
レ
ジ
袋

や
菓
子
箱
な
ど
の
容
器
包
装
ご
み
は
「
燃
え

る
ご
み
」
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

ご
み
処
理
券
は
、
こ
の
よ
う
な
分
別
区
分

な
ど
の
違
い
も
あ
り
ま
す
が
、
町
村
合
併
時

に
枚
数
は
統
一
さ
れ
配
布
し
て
い
ま
す
。

　

現
在
、
市
内
で
統
一
し
た
ご
み
の
分
別
区

分
の
実
施
や
ご
み
処
理
券
等
に
対
す
る
検
討

を
鋭
意
進
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
が
、
ご
み

の
分
別
区
分
の
見
直
し
に
は
、
収
集
体
制
の

大
幅
な
変
更
が
必
要
な
こ
と
も
あ
り
時
間
が

か
か
っ
て
い
る
の
が
実
情
で
す
。
今
し
ば
ら

く
お
待
ち
く
だ
さ
る
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

　

ま
た
、
ご
み
の
減
量
は
、
当
市
の
み
な
ら
ず

人
類
全
体
の
大
き
な
課

題
で
も
あ
り
ま
す
。
ご

み
の
減
量
に
向
け
市
民

の
皆
さ
ま
か
ら
の
さ
ら

な
る
ご
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。

健
康
づ
く
り
講
演
会
・
料
理

教
室
等
に
つ
い
て

　

阿
賀
野
市
で
は
健
康
増
進
の
取
り
組
み
に
力

を
入
れ
て
い
る
と
感
じ
て
い
ま
す
が
、
他
市

と
比
べ
病
気
予
防
に
関
す
る
講
演
会
や
免
疫

力
ア
ッ
プ
、
ア
レ
ル
ギ
ー
・
成
人
病
対
応
の

料
理
教
室
等
が
少
な
い
よ
う
に
思
い
ま
す
。

　

若
い
人
た
ち
も
参
加
し
や
す
い
講
演
会
や

料
理
教
室
な
ど
の
開
催
を
お
願
い
し
ま
す
。

（
11
月
8
日
受
付　

匿
名
）

　　

市
で
は
年
に
4
回
ほ
ど
、
生
活
習
慣
病
や

こ
こ
ろ
の
健
康
に
関
す
る
講
演
会
を
開
催
し

て
い
ま
す
。

　

料
理
教
室
に
つ
い
て
は
、
食
生
活
改
善
推

進
委
員
の
皆
さ
ん
が
講
習
会
等
で
研
修
し
た

内
容
を
地
域
の
集
会
所
等
で
伝
達
講
習
と
い

う
か
た
ち
で
年
40
回
ほ
ど
開
催
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
今
年
度
か
ら
、
離
乳
食
完
了
か
ら
就

園
前
の
親
子
を
対
象
に
し
た
「
は
っ
ぴ
ー
ク
ッ

キ
ン
グ
」
の
料
理
教
室
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

来
年
2
月
に
も
計
画
し
て
い
ま
す
の
で
、
広
報

紙
等
を
ご
覧
い
た
だ
き
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

　

ア
レ
ル
ギ
ー
対
応
に
関
し
て
は
特
別
に
講
演

会
や
料
理
教
室
の
開
催
は
し
て
い
ま
せ
ん
が
、

今
後
検
討
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
な

お
、
水
原
保
健
セ
ン
タ
ー
で
は
、
毎
週
水
曜
日

に
保
健
師
に
よ
る
健
康
相
談
を
開
催
し
て
い
ま

す
し
、
栄
養
士
に
よ
る
栄
養
相
談
も
行
っ
て
い

ま
す
の
で
、
気
軽
に
お
い
で
く
だ
さ
い
。

　

9
月
1
日
か
ら
市
の
公
共
施
設
の
敷
地

内
禁
煙
（
一
部
施
設
を
除
く
）
が
ス
タ
ー

ト
し
ま
し
た
。

　

今
回
は
、
市
の
取
り
組
み
を
受
け
て
新

た
に
敷
地
内
禁
煙
に
向
け
て
取
り
組
ん
で

い
る
施
設
を
紹
介
し
ま
す
。【
表
1
・
2
】

◆
取
り
組
み
始
め
て
の
声

　

敷
地
内
禁
煙
に
取
り
組
み
始
め
て
か

ら
、
こ
ん
な
声
が
聞
か
れ
て
い
ま
す
。

・ 

施
設
の
周
囲
の
た
ば
こ
の
ポ
イ
捨
て
が

少
な
く
な
っ
た
。

・ 

利
用
者
に
協
力
を
い
た
だ
い
て
、
に
お

い
や
煙
が
な
く
な
っ
た
。

・
禁
煙
す
る
き
っ
か
け
に
な
っ
た
。　

　

な
ど
、
う
れ
し
い
声
が
あ
り
ま
す
が
、

一
部
の
施
設
で
は
、

・ 

喫
煙
者
へ
の
配
慮
も
必
要
で
は
な
い
か
。

・ 

ゴ
ミ
箱
に
た
ば
こ
の
吸
い
殻
が
捨
て
て

あ
っ
た
。

・ 

駐
車
場
内
に
た
ば
こ
の
吸
い
殻
が
散
見

し
て
い
る
。

　

な
ど
の
声
も
聞
か
れ
ま
す
。

　

利
用
者
の
皆
さ
ん
、
市
民
の
方
の
協
力

が
あ
っ
て
こ
そ
の
取
り
組
み
で
す
。
お
互

い
に
気
持
ち
よ
く
施
設
を
利
用
で
き
る
よ

う
に
、
こ
れ
か
ら
も
皆
さ
ま
の
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。

　

ま
た
、
施
設
内
禁
煙
に
取
り
組
ん
で
い

る
と
い
う
事
業
所
等
が
あ
り
ま
し
た
ら
、

健
康
推
進
課
ま
で
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ

　

健
康
推
進
課 

成
人
係

　

☎
62
‐
２
５
１
０
（
内
線
６
２
３
）

◎新規取り組み施設【表 1】　
 区分 施設名

福祉施設

  永寿園、 第 2永寿園、わかばの里、　　　

第2わかばの里、 まごころ、おおむろの丘、

 こどものこころとことばの相談室、

 さくらの会作業所

◎取り組みに向けてがんばっている施設【表 2】

区分 施設名

福祉施設  むすびの里、第 2むすびの里

観光施設
  リズム・ハウス瓢湖

 ( 禁煙時間：午前 6時～ 10 時を全館で実施）

敷
地
内
禁
煙
の
取
り
組
み
を

お
知
ら
せ
し
ま
す
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安
全
な
送
迎
に
役
立
て
て

在
宅
福
祉
移
送
サ
ー
ビ
ス
カ
ー
贈
呈

　

社
会
貢
献
を
目
的
に
中
外
製
薬
株
式
会

社
（
本
社
・
東
京
都
、
永
山
治
社
長
）
が
行

う
在
宅
福
祉
移
送
サ
ー
ビ
ス
カ
ー
寄
贈
事

業
。
26
年
目
を
迎
え
た
今
年
は
阿
賀
野
市

社
会
福
祉
協
議
会
へ
の
寄
贈
が
決
ま
り
、
10

月
20
日
、
そ
の
贈
呈
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

贈
呈
さ
れ
た
車
両
が
配
置
さ
れ
る
デ
イ

サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
「
わ
か
ば
の
里
」
で

は
、
利
用
者
の
皆
さ
ん
も
贈
呈
式
に
参
列

し
、
設
備
の
整
っ
た
真
新
し
い
車
両
の
贈

呈
を
う
れ
し
そ
う
に
見
守
っ
て
い
ま
し
た
。

フィリピン・ファミ町長が表敬訪問

　

10
月
21
日
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
・
ラ
グ

ナ
州
フ
ァ
ミ
町
か
ら
ノ
レ
ー
ニ
ア
町

長
（
写
真
左
）
が
阿
賀
野
市
を
表
敬

訪
問
し
ま
し
た
。

　

さ
さ
か
み
農
業
技
術
支
援
委
員
会

（
渡
邉
喜
男
会
長
）
で
は
、
平
成
13
年

か
ら
フ
ィ
リ
ピ
ン
の
カ
ラ
ワ
ン
町
な

ど
へ
農
業
の
技
術
支
援
を
行
っ
て
お

り
、
今
後
、
フ
ァ
ミ
町
へ
も
技
術
提

供
が
開
始
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
た

め
、
今
回
の
訪
問
と
な
り
ま
し
た
。

　

同
委
員
会
で
は
、
農
業
技
術
の
提

供
に
よ
っ
て
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
と
の
交

流
の
輪
を
広
げ
て
い
き
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

農業技術支援で国際交流

お
め
で
と
う
１
０
０
周
年

堀
越
小
学
校
創
立
百
周
年
記
念
式
典

火
事
を
な
く
そ
う

第
1
回
防
火
ポ
ス
タ
ー
コ
ン
ク
ー
ル

　

全
国
一
斉
秋
の
火
災
予
防
運
動
の
取
り

組
み
の
一
環
と
し
て
、
第
1
回
市
防
火
ポ

ス
タ
ー
コ
ン
ク
ー
ル
を
神
山
小
学
校
6
年

生
を
対
象
に
行
い
、
そ
の
中
か
ら
優
秀
賞

3
人
を
選
定
し
ま
し
た
。

　

11
月
1
日
の
朝
礼
時
に
、
清
野
消
防
長

か
ら
表
彰
状
が
授
与
さ
れ
、「
火
災
は
人
的

要
素
が
大
き
い
。
防
火
ポ
ス
タ
ー
を
見
て

も
ら
い
、
火
災
の
減
少
に
つ
な
が
っ
て
ほ

し
い
」
と
防
火
意
識
の
向
上
を
呼
び
か
け

ら
れ
ま
し
た
。
受
賞
者
は
次
の
方
々
で
す
。

　

写
真
右
か
ら
、
遠
藤
颯は

や
て

さ
ん
、
加
藤
友ゆ

紀き

さ
ん
、
青
木
梨り

ら来
さ
ん
、（
清
野
消
防
長
）

ま
ち
づ
く
り
の
第
一
歩
に

明
る
い
家
庭
づ
く
り
作
文
コ
ン
ク
ー
ル

　

青
少
年
育
成
セ
ン
タ
ー
が
主
催
す
る

「
明
る
い
家
庭
づ
く
り
作
文
コ
ン
ク
ー

ル
」。
6
回
目
と
な
る
今
年
も
市
内
の
小

学
5
年
生
が
、
い
ろ
い
ろ
な
視
点
か
ら
家

族
を
、
そ
し
て
自
分
を
見
つ
め
、
作
文
に

取
り
組
み
ま
し
た
。

　

審
査
の
結
果
、
最
優
秀
賞
に
は
石
塚
咲さ

月つ
き

さ
ん
（
水
原
小
）
の
書
い
た
「
お
姉
ち
ゃ

ん
に
な
っ
た
」
が
選
ば
れ
、
10
月
29
日
に

行
わ
れ
た
表
彰
式
で
は
、
保
護
者
や
関
係

者
の
前
で
堂
々
と
発
表
を
し
ま
し
た
。

　

子
ど
も
た
ち
が
書
い
た
作
文
は
作
文
集

に
ま
と
め
、
市
内
の
図
書
館
で
閲
覧
で
き

る
よ
う
に
す
る
予
定
で
す
。

　

10
月
24
日
、
堀
越
小
学
校
創
立
百
周
年

記
念
式
典
が
、
全
校
児
童
の
ほ
か
保
護
者

や
地
域
住
民
が
出
席
し
て
盛
大
に
開
催
さ

れ
ま
し
た
。
式
典
は
6
年
生
に
よ
る
樽た

る

囃ば
や

子し

（
水
原
甚
句
）
の
演
奏
で
始
ま
り
、
卒

業
生
の
思
い
出
を
綴つ

づ

っ
た
「
思
い
出
の
ア

ル
バ
ム
」
の
朗
読
で
は
、
大
勢
の
人
が
当

時
を
思
い
出
し
懐
か
し
ん
で
い
ま
し
た
。

　

第
2
部
は
、
同
校
卒
業
生
の
ソ
プ
ラ
ノ

歌
手
「
丸
山
た
い
子
リ
サ
イ
タ
ル
」
が
開

催
さ
れ
、
美
し
い
歌
声
が
体
育
館
に
響
き

渡
り
参
加
者
を
魅
了
し
て
い
ま
し
た
。

　

堀
越
に
ゆ
か
り
の
あ
る
人
た
ち
が
時
代

を
超
え
、
年
代
を
超
え
て
、
心
が
一
つ
に

な
っ
た
有
意
義
な
時
間
を
過
ご
し
ま
し
た
。

乗
り
心
地
も
最
高

手
作
り
電
気
自
動
車
講
習
会

　

環
境
に
配
慮
し
た
次
世
代
の
自
動
車
と

し
て
電
気
自
動
車
（
Ｅ
Ｖ
）
の
普
及
が
進

む
な
か
、
10
月
19
日
か
ら
3
日
間
、「
手
作

り
電
気
自
動
車
」
講
習
会
が
㈱
ク
ル
マ
ヤ

（
天
神
堂
）
で
開
か
れ
ま
し
た
。
同
講
習
会

に
は
県
内
外
か
ら
自
動
車
整
備
士
ら
8
人

が
参
加
し
、
講
義
と
実
技
を
学
び
ま
し
た
。

　

講
習
会
最
終
日
に
は
、
エ
ン
ジ
ン
を
外
し

モ
ー
タ
ー
と
バ
ッ
テ
リ
ー
等
を
搭
載
し
た
軽

4
輪
自
動
車
が
完
成
。
試
乗
し
た
参
加
者
か

ら
は
「
自
分
の
作
っ
た
車
が
走
り
感
動
し
た
」

と
喜
び
の
声
が
聞
か
れ
ま
し
た
。

水原中学校創立 50 周年記念式典・講演会

　

10
月
31
日
、
水
原
中
学
校
で
は
創

立
50
周
年
を
記
念
す
る
式
典
と
講
演

会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

式
典
は
「
み
ん
な
で
作
ろ
う
明
る

い
水
中
〜
50
年
の
伝
統
を
胸
に
〜
」
を

テ
ー
マ
に
、
生
徒
が
主
体
と
な
っ
て
準

備
・
進
行
を
行
い
、
生
徒
会
に
よ
る
「
50

年
の
歴
史
発
表
」
で
は
、
当
時
の
写
真

で
50
年
の
歴
史
を
振
り
返
り
ま
し
た
。

　
「
夢
と
人
生
」
と
題
し
た
講
演
会
で

は
、
前
女
子
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
日
本
チ
ー

ム
監
督
・
宇
津
木
妙
子
さ
ん
の
、
夢
を

持
ち
、
夢
に
向
か
っ
て
努
力
を
続
け

た
自
ら
の
体
験
談
に
、
参
加
者
は
熱

心
に
耳
を
傾
け
て
い
ま
し
た
。

50年の伝統を胸に

城
下
町
の
歌
と
踊
り

あ
か
ま
つ
荘 

交
流
芸
能
発
表
会

　

11
月
14
日
、
福
島
県
と
山
形
県
よ
り
芸
能

愛
好
団
体
を
招
い
た
親
善
の
交
流
芸
能
発

表
会
が
、あ
か
ま
つ
荘
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
年
2
回
目
と
な
る
こ
の
会
は
、
隣
県

と
地
元
芸
能
団
体
の
交
流
を
図
る
べ
く
企

画
さ
れ
た
も
の
。
今
回
は
、
会
津
若
松
市

と
米
沢
市
を
中
心
に
結
成
さ
れ
た
「
ド

リ
ー
ム
ス
タ
ー
＆
華
ち
ゃ
ん
ぽ
ん
の
会
」

に
よ
る
歌
謡
と
新
舞
踊
が
披
露
さ
れ
、
満

員
の
会
場
か
ら
は
大
き
な
歓
声
と
拍
手
が

送
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

　

あ
か
ま
つ
荘
で
は
毎
月
さ
ま
ざ
ま
な
イ

ベ
ン
ト
を
開
催
し
て
い
ま
す
。
体
も
心
も
温

ま
る
場
所
に
、
足
を
運
ん
で
み
ま
せ
ん
か
。 最優秀賞の石塚咲月さん

熱唱の丸山たい子さん6年生による樽囃子演奏

①

宇津木妙子さん

生
徒
会
に
よ
る

50
年
の
歴
史
発
表

搭載されたバッテリー

同社では、EV車の普及に努め、新
潟県の「街中充電ネットワークメン
バー」に登録しています。
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■除雪に関する問い合わせは、下記へご連絡ください。

◎新潟国道事務所 水原維持出張所（☎ 62-3100）　◎新発田地域振興局 地域整備部（☎ 0254-22-5114）

◎阿賀野警察署（☎ 63-0110）　◎阿賀野市役所・建設課（☎ 62-2510）　◎安田支所（☎ 68-3000）　

◎京ヶ瀬支所（☎ 67-2111）　◎笹神支所（☎ 62-4141）

◎ 自動車や、その他除雪作業に

障害となるものを道路上に放

置しないでください。

◎ 除雪で各戸の玄関・車庫等の

入口が雪でふさがることがあ

ります。ご迷惑をかけますが、

各自で手直しをお願いします。

◎ 道路の除雪作業中は危険です

から、除雪車に絶対に近づか

ないでください。

◎ 皆さまの敷地から道路上には

みだしている竹や樹木の枝な

ど、除雪や通行に支障となる

物がありましたら取り払って

ください。

◎ 道路と人家、車庫の出入り口

に設置してある乗り入れ板等

は、除雪時には重大事故につ

ながりますので必ず撤去願い

ます。

◎ 除雪作業により破損しやすい

ものは取り除くか、または囲っ

て補強し、目印として竹ざお

に赤布を付けてください。

■ドライバーのみなさんへ、お願いです。

　◎除雪作業は降雪の中の作業で、除雪車からの見通しも悪く
　　 危険ですから、近くを通行される際には十分に間隔をとり、

  　  注意して通行してください。 

    ◎ 消雪パイプのある道路を走行する際は歩行者に十分気をつ

　　 け徐行運転をお願いします！

最
徐
行

◎ 省エネのため、下記の時間

帯は消雪パイプが停止しま

す。（故障ではありません）

14:00 ～ 15:00、16:00 ～ 17:00

◎ 屋根や敷地の雪は、交通事故

の原因となりますので、道路

上に捨てないでください。

◎ 除雪作業を円滑・迅速に行

うために、市民の皆さまか

らのご理解とご協力をお願

いします。

官民境界線

※支障枝の処理を
　お願いします！

市道

道路の除雪作業にご協力ください

23 平成 22年 12 月号
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平成 22年 12 月号 22

故
郷
を
離
れ
て
も
心
は
ひ
と
つ

首
都
圏
安
田
会 

第
16
回
総
会

　

11
月
13
日
、
首
都
圏
安
田
会
第
16
回
総

会
が
東
京
プ
リ
ン
ス
ホ
テ
ル
で
開
催
さ
れ
、

首
都
圏
在
住
者
と
地
元
・
新
潟
か
ら
の
参
加

者
、
総
勢
２
０
０
人
が
出
席
し
ま
し
た
。

　

ロ
ビ
ー
に
は
「
安
田
八
幡
宮
平
成
大
改
修
工

事
」
の
写
真
が
展
示
さ
れ
、
郷
土
の
発
展
を
願

う
大
勢
が
見
入
っ
て
い
ま
し
た
。
式
典
後
の
懇

親
会
で
は
賑
や
か
に
交
流
。
恒
例
と
な
っ
た

｢

安
田
甚
句｣

の
輪
踊
り
、
懇
親
会
の
最
後
を

飾
る
「
ふ
る
さ
と
」
の
合
唱
で
絆

き
ず
な

を
深
め
、
早

く
も
来
年
の
再
会
を
誓
い
合
っ
て
い
ま
し
た
。

防犯灯具を寄贈・東北電力株式会社

　

東
北
電
力
㈱
新
発
田
営
業
所
（
佐
々

木
淳
所
長
）
か
ら
、「
阿
賀
野
市
の
安

全
な
ま
ち
づ
く
り
に
活
用
し
て
ほ
し

い
」
と
防
犯
灯
具
（
20
ワ
ッ
ト
）
56

灯
の
寄
付
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

11
月
9
日
に
寄
贈
式
が
行
わ
れ
、

佐
々
木
所
長
か
ら
市
長
に
目
録
が
手

渡
さ
れ
ま
し
た
。

　

東
北
電
力
㈱
か
ら
は
毎
年
灯
具
を

寄
贈
い
た
だ
い
て
お
り
、
こ
れ
ら
は

市
の
規
則
に
基
づ
い
て
、
自
治
会
で

防
犯
灯
を
新
設
す
る
際
に
交
付
し
て

い
ま
す
。
ま
た
、
市
が
防
犯
灯
を
整

備
す
る
際
に
も
有
効
に
活
用
し
て
い

き
ま
す
。

安全なまちづくりのために

子
育
て
に
エ
ー
ル
を
！

子
育
て
ハ
ッ
ピ
ー
講
演
会

早
め
の
設
置
で
早
め
の
安
心

秋
の
防
火
広
報
イ
ベ
ン
ト

　

「
消
し
た
か
な 

あ
な
た
を
守
る 

合
言
葉
」

を
統
一
標
語
と
し
て
展
開
さ
れ
た
秋
の
火
災

予
防
運
動
期
間
中
の
11
月
13
日
、
防
火
広

報
イ
ベ
ン
ト
が
原
信
水
原
店
駐
車
場
（
庄

ケ
宮
）
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
訪
れ
た
買
物
客

に
ご
ず
っ
ち
ょ
と
女
性
消
防
団
員
「
阿
賀
さ

く
ら
」
や
消
防
署
員
が
、
来
年
5
月
末
ま

で
に
設
置
が
必
要
な
住
宅
用
火
災
警
報
器

の
Ｐ
Ｒ
や
火
の
用
心
を
呼
び
か
け
ま
し
た
。

　

会
場
で
は
、
は
し
ご
車
な
ど
の
消
防
車

や
救
急
車
4
台
を
展
示
。
緊
急
車
両
の
装

置
や
装
備
品
等
の
見
学
の
ほ
か
、
濃
煙
体

験
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
多
く
の
人
が
煙
の
恐

ろ
し
さ
を
体
験
し
て
い
ま
し
た
。

　

「
子
育
て
奮
闘
中
の
人
た
ち
に
、
笑
顔

と
元
気
を
与
え
た
い
」。
そ
ん
な
願
い
が

込
め
ら
れ
た「
子
育
て
ハ
ッ
ピ
ー
講
演
会
」

が
市
内
2
会
場
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。（
主

催
・
阿
賀
野
市
保
育
会
）

　

講
師
の
子
育
て
支
援
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
・

小
柳
信
子
さ
ん
は
、
自
ら
が
体
験
し
た
さ

ま
ざ
ま
な
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
交
え
な
が
ら

「
子
ど
も
の
特
徴
を
知
り
、
困
っ
た
と
き

に
は
周
囲
の
力
を
借
り
る
勇
気
を
持
つ
こ

と
も
大
切
」
と
話
し
、参
加
者
に
と
っ
て
、

日
常
生
活
で
の
子
ど
も
と
の
接
し
方
を
見

つ
め
直
す
よ
い
機
会
と
な
り
ま
し
た
。ふれあい会館での講演会の様子（11 月 5 日）
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阿賀野市体育協会阿賀野市体育協会
　いよいよ冬到来！ 寒いからといって家にこもっていませんか？ 冬だからこそ、スポーツに

必要な基礎体力を身につける絶好のチャンスです。体育施設を利用したり、晴れた日にウオー

キングやトレーニングをしたり、ウインタースポーツで寒い冬を元気に過ごしましょう。

■第6回阿賀野市少年野球新人大会　ドキドキ・ワクワク、新チームとして初めての大会！

　11 月 3 日（水・祝）開催（水原野球場）

　　寒い中頑張りました！ 来年に向けて、ますますの成長と活躍を期待しています。

　　　★優勝　安田ジュニアジャイアンツ　★準優勝　阿賀野ビートルズ

　　　★第 3位　寺社ビッグファイターズ　★敢闘賞　分田イーグルス

みんなのスポーツを応援します！
問い合わせ

（大会、講習会、教室の申し込みなど）

阿賀野市体育協会事務局
水原総合体育館内　☎ 62‐0656

日程等が変更になる場合が
あります。詳しくは事務局
でご確認ください。

　本年度も「初心者テニス教室」を 5回にわたり開催しました。ラケッ

トの握り方・スイングとすべて初歩からの教室です。初めのうちは、な

かなかラケットにボールが当たらず、しょげていた皆さんでしたが、

ジョークを交えた厳しいレッスンでメキメキ上達。後

半のレッスンではゲームを楽しむまでになりました。

参加者の中には、初心者や 20 数年ぶりにラケットを

持った人もいましたが、皆さん汗をふきながら「とっ

ても楽しかった！」「これからも続けてみたい」といっ

たうれしい感想を口にしていました。

　阿賀野市テニス協会には6

つの団体があります。どのク

ラブも和気あいあいと活動

しています。初心者・経験者

問いませんので練習日に気

軽に参加してみてください。

大会結果

■初すべりスキー講習会

　◎日時＝平成 23 年 1月 4日（火）午前 9時～午後 3時

　◎場所＝ニノックススキー場（新発田市）※現地集合　◎申込締切＝ 12 月 24 日（金）　

　◎定員＝  10 人　◎参加費＝無料　◎対象＝ 2 級程度の技能者

■スキーナイター講習会

　◎日時＝平成 23 年 1 月 21 日～ 3月 18 日※毎週金曜開催　午後 5時～ 9時　◎参加費＝無料

　◎場所＝ニノックススキー場（新発田市）※現地集合　◎その他＝申し込み不要。定員、参加資格等なし

参加者募集

＝阿賀野市テニス協会＝

【阿賀野市テニス協会】練習場所（曜日・時間等は問い合わせください）

〔水原テニスクラブ〕水原総合体育館　

〔京ヶ瀬テニスクラブ（ＫみどりＴＣ）〕京ヶ瀬体育館

〔笹神テニスクラブ、テニスクラブ池原組〕笹神屋内テニス・ゲートボール場

〔安田テニスクラブ、フラワーテニスクラブ〕安田体育館

和気あいあい! 　

大会予定
■白鳥杯ミニバスケットボール大会

　◎日時＝ 12 月 18 日（土）、19 日（日）午前 9時 15 分～　

　◎会場＝男子の部・水原総合体育館、女子の部・水原小学校

■第20回阿賀野カップ選抜中学校バスケットボール大会

　◎ 日時＝ 12 月 25 日（土）、26 日（日）午前 9時～　◎会場＝水原総合体育館・水原中学校・笹神中学校（詳細

は問い合わせください）＊県下強豪チームが勢ぞろい！ バスケットファンには見ごたえのある大会です。

応援お待ち

しています！

スキーシーズン到来！

　賛助会員のみなさま…賛助会費のご協力ありがとうございます。

★ノロウイルスの特徴

・冬場を中心に流行します。

・ わずか 100 個のウイルスを摂取しただけでも

感染するほど、非常に強い感染力を持ってい

ます。

・ 潜伏期は 24 ～ 48 時間。主な症状は吐き気・

嘔
おう

吐
と

・下痢・腹痛・軽い発熱が 1～ 2日続きます。

症状がなくなってからも 1週間、長いと 1か

月程度便からウイルスが排出されます。

・ 抵抗力の弱い乳幼児や高齢者では重症化する

こともあります。また、特効薬やワクチンが

ないため予防に努めることが重要です。

★感染ルートは３つ

「食べ物→人」

　カキなどの二枚貝を加熱不十分な状態で食べ

ることにより感染します。

「人→食べ物→人」

　感染者がよく手を洗わずに調理すると、手や

調理器具から食品にウイルスが移り、この食品

を食べた人が感染します。

「人→人」

　感染者の便や嘔吐物を処理する際に感染しま

す。また、汚染箇所をよく消毒しないと、乾燥

後にノロウイルスが空気中に舞い上がり、この

粒子を吸って感染することもあります。

石けんをよく泡立
て、手のひらどうし
をこすり合わせる。

両手の甲も、こす
り洗いする。

指先、爪の間も念
入りに洗う。（ブ
ラシ推奨）

両指のまたをこす
り合わせ、指の間
を洗う。

親指を付け根から
指先まで、ねじる
ように洗う。

手首を洗い、清潔
なタオルや使い捨
てペーパーでふく。

手の洗い方

ノロウイルスによる

感染症・食中毒を予防しましょう
冬場に

注意！
冬場に

注意！

予防のポイント

・ 基本は手洗いです。石けんを使ってよく洗い、

流水で十分に流しましょう。

・ 下痢や嘔吐などの症状があるときは、調理を

控えましょう。

・85 度以上で 1分間以上加熱しましょう。

・嘔吐物を適切に処理しましょう。

　① 窓を開けて換気を行い、手袋、マスクを着

用します。

　② 使い捨ての布やペーパータオルで静かに嘔

吐物を拭き取り、ビニール袋に入れ、口を

縛ります。

　③ 汚染された場所を 0.1％次亜塩素酸ナトリ

ウム液（※）に浸したタオルで 10 分間覆い、

その後は水拭きをします。畳やカーペット

等消毒液を使用できない場合は、熱湯やス

チームを掛けることも有効です。

　④ 汚物の入った袋と使い捨ての手袋をビニー

ル袋に入れて口を縛り、廃棄します。

　⑤終了後は、必ず手洗いします。

　※ 次亜塩素酸ナトリウムとは

　 　塩素系消毒剤や家庭用漂白剤の一種です。0.1％の消
毒液を作るには、500㎖のペットボトルに次亜塩素酸

ナトリウムをキャップ 2杯入

れ、水を加えて 500 ㎖にしま

す。ペットボトルには、「消毒液」

と書いて使いましょう。

10 月から 2月は「ノロウイルス食中毒予防強化期間」です。

みんなで防いでいきましょう。 ■問い合わせ：健康推進課　☎ 62-2510（内線 622）

2010年10月　初心者テニス教室
ナイス

ボレー
！
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121212  

涯涯涯涯生 習習習習習習習習習のス メ習習習学 ス
■生涯学習のススメ

●おはなしこんにちは
☆と　き　12 月 9日（木）午前 10 時 30 分～
☆ところ　水原図書館「絵本のコーナー」☎ 62-2028

●おはなしのじかん
☆と　き　毎週土曜日　午後 2時～
☆ところ　市立図書館　☎ 67-2500

　図書館で表紙絵を

気に入った子どもた

ちが、長谷川義史さ

んの『おじいちゃん

の ごくらく ごくら

く』という本を見つ

けてきました。

　祖父と孫の絆
きずな

を描

いた話。風呂場で「ご

くらく」と言いながら

楽しい時間を過ごす 2

人。やがて訪れる祖父の死。喪服姿の母の胸で

泣く「僕」の絵を見た瞬間、5歳の息子と 3歳

の娘が心配そうに私の顔をのぞき込みます。

　今年の 2月、私の父が急死し、泣いていた私

の姿と、この絵が重なって見えたのでしょう。

息子と娘が私を強く抱きしめてくれました。

　悲しみが残る身近な人の死を「ごくらく」と

いう文章表現と表情豊かな絵によって、温かい

気持ちで向き合えた気がしました。まだ 5歳、

3歳と思っていた我が子だが、もう 5歳、3歳

なのです。この本を通して「心の成長」を感じ

ることができ、これからも子とともに多くの本

と出会いながら成長していきたいと思います。

★この本は市立、水原図書館にあります★

ブックレビュー
～わたしの好きな一冊～市民

　『おじいちゃんの ごくらく ごくらく』 
　　西本鶏介／作　長谷川義史／絵

加藤孝子さん（若葉町）　　 
わたしの
好きな
一冊

阿賀野市プログラム

阿賀野市教育委員会・生涯学習課

☎ 62-5322（笹神支所内）

マナビィ
©石ノ森章太郎

「わたしの好きな一冊」寄稿者募集！！
　あなたの好きな本を紹介してみませんか。
◆ 各図書館に備え付けの原稿用紙に、200～400
字で寄稿してください。

◆ 応募多数の場合は、広報に掲載できないこと
もあります。掲載できなかったものは各図書
館の特設ブースに掲示します。
◆詳しくは、市立図書館へ問い合わせを。

　10 月 10 日～ 11 月 7 日の間、市内の芸能・音楽関係 69 団体が出

演し、展示関係は 90 団体が参加して、4地区で約 5,300 人の市民が

来場しました。各地区の様子を紹介します。
※ 文化祭特集のため「ふるさと探訪」「わくわく子育て」「施設紹介」は

お休みします。

大盛況でした！

安
田
会
場

京
ヶ
瀬
会
場

水
原
会
場

笹
神
会
場

阿賀野市文化祭

●●● 芸能発表 ●●●

安田地区（10 月 10 日・安田体育館）

水原地区（10 月 24 日・水原公民館）

笹神地区（11 月 3日・ふれあい会館）

京ヶ瀬地区（11 月 7日・京和荘）

音楽コンサート（水原公民館） 市民茶会（水原代官所）

（
安
田
体
育
館
）

（
京
和
荘
）

（ 

ふ
れ
あ
い
会
館
・

笹
神
支
所
）

（水原総合体育館）



平成 22年 12月号 3839 平成 22年 12月号

皆さんからのご意
見・ご感想をお待
ちしています。

雪笹水墨会
活動日：毎週水曜、午後1時30分～3時30分

場　所：ふれあい会館「研修室」

会員数：10 人

会　費：月3,400円（会費400円、材料費3,000円）

連絡先：渡辺小夜子（蒔田）　☎ 62-1323

P.N かきさん P.N ザキさん P.N まっこりさん

●  

普
段
私
た
ち
が
何
気
な
く
飲
ん
で

い
る
「
水
道
水
」
で
す
が
、
こ
れ

が
関
東
の
方
（
関
東
す
べ
て
で
は

あ
り
ま
せ
ん
が
）
に
行
く
と
「
水

道
水
が
〝
飲
め
な
い
〞」
と
い
っ

た
地
域
が
し
ば
し
ば
あ
り
ま
す
。

私
自
身
関
東
に
い
た
こ
と
も
あ

り
、「
水
道
の
水
が
飲
め
な
い
」

と
い
う
の
は
少
し
違
和
感
が
あ
り

ま
し
た
し
、
改
め
て
〝
水
〞
の
大

切
さ
を
知
り
ま
し
た
。
阿
賀
野
市

の
水
は
お
い
し
い
で
す
。
当
た
り

前
と
思
わ
ず
に
、
こ
れ
か
ら
も
市

全
体
で
大
切
に
し
て
い
き
た
い
も

の
で
す
。　
　
　

（
20
代
・
男
性
）

＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊

● 

水
道
水
の
水
質
検
査
報
告
を
見

て
、
阿
賀
野
市
の
水
は
と
て
も
安

全
だ
と
い
う
こ
と
が
わ
か
り
ま
し

た
。
今
ま
で
水
道
水
は
飲
ん
で
い

な
か
っ
た
の
で
、
今
度
飲
ん
で
み

ま
す
。　
　
　
　

（
30
代
・
男
性
）

☆ 

私
は
お
風
呂
上
が
り
に
ガ
ブ
ガ
ブ

飲
ん
で
い
ま
す
。
安
全
で
お
い
し

い
水
は
大
切
な
宝
物
で
す
ね
。  

＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊

● 

水
原
郷
病
院
の
公
設
民
営
化
の
記

事
を
読
ん
で
。
地
域
の
人
に
と
っ

て
良
い
病
院
を
期
待
し
た
い
で

す
。　
　
　
　
　

（
30
代
・
男
性
）

＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊

●  

水
原
郷
病
院
民
営
化
に
つ
い
て
、

公
設
民
営
に
か
か
わ
ら
ず
、
き
ち

ん
と
し
た
診
療
体
制
を
維
持
し
て

ほ
し
い
で
す
。　

（
30
代
・
女
性
）

＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊

● 

「
ゆ
る
キ
ャ
ラ
王
座
決
定
戦
」ゼ
ッ

タ
イ
見
た
い
と
思
い
ま
し
た
！ 

楽
し
み
で
す
。　

（
10
代
・
女
性
）

＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊

● 

ゆ
る
キ
ャ
ラ
の
記
事
を
読
ん
で
。

ご
ず
っ
ち
ょ
が
運
動
会
が
好
き

だ
っ
た
こ
と
は
知
り
ま
せ
ん
で
し

た
。
テ
レ
ビ
で
応
援
し
た
い
と
思

い
ま
す
！　
　
　

（
10
代
・
男
性
）

＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊

● 

き
ょ
う
が
せ
ま
つ
り
も
や
ま
び
こ

フ
ェ
ス
タ
に
も
参
加
し
ま
し
た

が
、
あ
い
に
く
の
天
気
で
し
た
。

や
っ
ぱ
り
秋
の
空
で
す
ね
。

　
　
　
　
　
　
　
　

（
40
代
・
女
性
）

☆ 

当
日
は
雨
天
と
な
り
残
念
で
し
た

が
、
多
く
の
方
か
ら
参
加
い
た
だ
き

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。   

＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊

● 

う
ち
の
子
ど
も
は
五
頭
山
を
「
ご

ず
っ
ち
ょ
の
山
」
と
覚
え
て
し

ま
い
、「
五
頭
山
と
い
う
ん
だ
よ
」

と
言
っ
て
も
「
ご
ず
っ
ち
ょ
の
山

だ
よ
ー
！
」
と
言
っ
て
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　

（
30
代
・
女
性
）

＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊

●  

「
取
材
カ
メ
ラ
は
見
た
」
で
い
つ

も
珍
し
い
写
真
が
。
と
て
も
楽
し

み
で
す
。　
　
　

（
70
代
・
女
性
）

＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊

●  

ク
イ
ズ
の
お
か
げ
で
広
報
を
読
み

つ
く
し
ま
し
た
。（
40
代
・
女
性
）

＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊

● 

先
回
ノ
ル
デ
ィ
ッ
ク
ウ
オ
ー
キ
ン

グ
に
初
め
て
参
加
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。
楽
し
く
て
つ
い
早
足

に
歩
け
て
、
背
中
が
汗
ば
む
く
ら

い
で
し
た
。
ま
た
、
機
会
を
み
て

参
加
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　

（
60
代
・
女
性
）

＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊

● 

こ
れ
か
ら
の
季
節
、
火
事
が
一
番

怖
い
で
す
ね
。
地
震
も
ダ
ブ
ル
で

き
た
ら
…
冷
静
に
行
動
で
き
る
か

正
直
心
配
で
す
。（
20
代
・
女
性
）

＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊

● 

「
信
越
ゆ
る
キ
ャ
ラ
王
座
決
定

戦
」
見
ま
し
た
！ 

ご
ず
っ
ち
ょ

は
と
〜
っ
て
も
カ
ワ
イ
か
っ
た
で

す
。
一
番
か
わ
い
か
っ
た
!! 

大

活
躍
で
し
た
。
Ｔ
Ｖ
の
前
で
ご

ず
っ
ち
ょ
を
応
援
し
て
キ
ャ
ー

キ
ャ
ー
言
っ
て
ま
し
た
。
ご
ず
っ

ち
ょ
最
高
！　
　

（
40
代
・
女
性
）

☆ 

私
も
テ
レ
ビ
の
前
で
大
騒
ぎ（
笑
）

大
活
躍
の
ご
ず
っ
ち
ょ
、
筋
肉
痛

に
は
な
ら
な
か
っ
た
か
し
ら
…

＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊

● 

「
信
越
ゆ
る
キ
ャ
ラ
王
座
決
定
戦
」

見
ま
し
た
！ 

ご
ず
っ
ち
ょ
が
一

番
か
わ
い
か
っ
た
で
す
!! 

す
も

う
の
と
き
が
、
と
て
も
お
も
し
ろ

か
っ
た
で
す
。　

（
10
代
・
女
性
）

＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊

● 

以
前
、【
青
春
ｉ
ｎ
ｇ
輝
い
て
い

る
人
】
に
友
人
が
載
り
、
す
ご
く

う
れ
し
か
っ
た
で
す
。
や
っ
ぱ
り

知
っ
て
い
る
人
の
名
前
や
記
事
が

載
っ
て
い
る
と
う
れ
し
い
で
す
。

こ
れ
か
ら
も
地
域
の
た
く
さ
ん
の

情
報
を
楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　

（
20
代
・
女
性
）

① りんごは厚さ 4㎜のいちょう切りにし、Aと共に鍋に入れ、
全体を混ぜる。

② 弱火にかけ、りんごが透き通ってしんなりするまで 7～ 8
分煮て火を止め、シナモンをふって冷やす。

③ 器にコーンフレーク、ヨーグルト、煮りんごの順に重ねて
ミントを飾る。

（1人分の栄養価…エネルギー 120Kcal、カルシウム 74mg）

りんごパフェ

　季節の果物を使って、オリジナルのデザー
トを作ってみませんか？

食生活改善推進委員が
メニューを紹介します

）【材料】（10 個分）

りんご……………………小 1 個
　砂糖…………………大さじ 2
　レモン汁……………小さじ 2
シナモンパウダー………… 少々
コーンフレーク…………… 40g
ヨーグルト（無糖）……… 240g
ミント………………………適宜

A

和
気
あ
い
あ
い
と
、
楽
し
く
水
墨
画

◇
活
動
内
容

　

日
本
の
伝
統
文
化
を
守
り
つ
つ
、
楽

し
み
な
が
ら
水
墨
画
を
学
ん
で
い
る
雪

笹
水
墨
会
。
活
動
日
に
は
開
始
時
間
前

か
ら
、「
墨
を
す
る
時
間
が
も
っ
た
い

な
く
て
…
」
と
、
会
員
た
ち
が
待
ち
き

れ
な
い
様
子
で
次
々
と
集
ま
り
ま
す
。

　

指
導
に
あ
た
る
の
は
今
年
の
6
月
に

全
国
水
墨
画
美
術
展
で
水
墨
画
大
賞
を

受
賞
し
た
渡
辺
小
夜
子
さ
ん
（
蒔
田
）。

「
水
墨
画
は
、
筆
遣
い
と
墨
の
濃
淡
だ
け

で
表
現
し
ま
す
。
下
書
き
も
な
く
、
消

し
た
り
、
上
か
ら
書
き
直
し
た
り
で
き

な
い
の
で
難
し
い
け
れ
ど
、
そ
こ
が
お

も
し
ろ
い
ん
で
す
よ
」
と
渡
辺
先
生
。

分
か
り
や
す
く
、
的
確
に
水
墨
画
の
技

術
や
表
現
方
法
を
教
え
て
く
れ
ま
す
。

今
年
は
先
生
の
ほ
か
に
も
多
く
の
入
賞

者
が
出
た
そ
う
で
、
皆
さ
ん
、
賞
を
励

み
に
意
欲
的
に
作
品
を
描
い
て
い
ま
す
。

◇
も
っ
と
教
え
て
！

　

こ
の
時
期
は
、
年
賀
状
づ
く
り
に
も

取
り
組
み
、
会
の
み
ん
な
で
年
賀
状
を

交
換
し
合
う
の
が
恒
例
と
な
っ
て
い
ま

す
。
図
案
を
選
び
、
練
習
を
重
ね
て
描
き

上
げ
る
年
賀
状
は
、
パ
ソ
コ
ン
で
簡
単

に
作
っ
た
も
の
と
は
違
い
、
と
て
も
温

か
み
の
あ
る
年
賀
状
に
仕
上
が
り
ま
す
。

　

あ
な
た
も
筆
と
墨
で
表
現
す
る
水
墨

画
の
世
界
を
の
ぞ
い
て
み
ま
せ
ん
か
。

笹
神
地
区
の
ほ
か
に
も
市
内
各
地
区
に

教
室
が
あ
り
ま
す
の
で
、
興
味
の
あ
る

人
は
ぜ
ひ
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

本のチカラ、伝えます

須藤　龍
りゅう

さん（北園町・22 歳）
読書のきっかけは図書館勤務
　「こんにちは。こちらへどうぞ」
　穏やかな口調と優しい笑顔で利用者を
迎えているのは、市立図書館勤務 3年目
の須藤さん。カウンターでの本の貸し出
し・返却の受け付け、資料探しの手伝い
などが須藤さんの主な仕事です。図書館
での仕事を「楽しい」と感じている須藤
さんですが、学生のころはほとんど本を
読むことがなかったそうで、「まずは新
聞の書評欄でおもしろそうな本をチェッ
クし、実際に読んでみることからスター
トしました。はじめは薄い本でしたけど
ね（笑）」と話してくれました。

本が苦しみから救ってくれた
　趣味は将棋とカラオケという須藤さ
ん。将棋は「小学 1年生の時に祖父から
誘われて」始め、現在に至るそうです。
負けが続き、どうしてもうまくいかず「も
うやらない」と投げ出しそうになったこ
ともあるそうですが、そんな時に「宮本
延春さんの『逆境力』という本を読み、
“スランプに陥っても自暴自棄にならず、
放っておこう。次第に上がっていくから
大丈夫”といったことが書いてあり、強
く印象に残った」そうで、「いいタイミ
ングでいい本に出会えた」瞬間だったそ
うです。

ぜひ 1度は図書館へ

　「本を手に取ったことがない人も、ぜ
ひ図書館に足を運んでみてください」と
目を輝かせる須藤さん。“読書のよさ”を
身をもって知った須藤さんだからこそ、
多くの人から読書を楽しんでもらいたい
と感じるのでしょう。癒し、励まし、感動、
刺激…読む人によって感じ方はさまざま
ですが、本にはたくさんの魅力が詰まっ
ています。そんな本たちと須藤さんの笑
顔が、図書館でみなさんを待っています。

P.N さんま太郎先輩さん P.N ケンゾーさん

わくわくクッキング♪
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● 

今
月
は 

小こ

浮う
け

本ほ
ん

村そ
ん 

で
す 

●

阿
賀
野
川
と
と
も
に

　

安
田
の
大
和
地
区
に
あ
る
小
浮
本
村

は
、
阿
賀
野
川
の
堤
防
に
沿
っ
て
立
地

し
、
阿
賀
野
川
と
と
も
に
生
活
が
営
ま

れ
て
き
た
地
域
で
す
。

　

雪
解
け
期
や
梅
雨
期
な
ど
に
は
た
び

た
び
洪
水
に
見
舞
わ
れ
て
き
ま
し
た
。

大
正
4
年
か
ら
は
、
国
直
轄
に
よ
る
阿

賀
野
川
の
大
改
修
工
事
に
着
手
。
19
年

の
歳
月
を
か
け
、
上
流
の
馬
下
（
五
泉

市
）
か
ら
河
口
ま
で
蛇
行
し
た
流
れ
を

直
流
に
す
る
築
堤
整
備
や
河
道
の
改
修

が
完
工
。
地
域
の
耕
地
の
大
半
は
川
底

な
ど
河
川
用
地
と
な
り
ま
し
た
。

　

昭
和
31
年
の
大
洪
水
で
は
、
堤
防
の

決
壊
を
防
ぐ
た
め
消
防
団
を
は
じ
め
地

元
の
男
性
た
ち
が
力
を
合
わ
せ
、
集
落

内
の
大
量
の
杉
を
伐
採
し
堤
防
に
下
げ
、

堤
防
の
保
護
と
警
戒
に
夜
通
し
当
た
り

ま
し
た
。
今
に
も
決
壊
し
そ
う
な
恐
ろ

し
さ
は
、今
も
忘
れ
ら
れ
な
い
そ
う
で
す
。

　

一
方
、
阿
賀
野
川
は
地
域
の
生
活
を

支
え
る
場
で
も
あ
り
ま
し
た
。
昭
和
40

年
代
こ
ろ
ま
で
骨
材
用
の
砂
利
や
魚
が

豊
富
に
採
れ
た
恵
み
の
川
で
、
現
在
も

サ
ケ
や
ア
ユ
、
川
ガ
ニ
な
ど
の
漁
業
が

豊田神社祭礼・灯籠（平成 22 年）

営
ま
れ
て
い
ま
す
。

豊
田
神
社

　

豊
田
神
社
の
秋
祭
り
に
は
、
昭
和
30

年
こ
ろ
ま
で
境
内
で
草
相
撲
が
行
わ
れ

て
い
ま
し
た
。
遠
く
は
豊
栄
（
新
潟
市

北
区
）
か
ら
集
ま
る
な
ど
近
郷
の
力
自

慢
が
多
数
参
加
。
出
場
力
士
に
は
し
こ

名
が
付
け
ら
れ
、
名
勝
負
を
一
目
見
よ

う
と
集
ま
っ
た
大
勢
の
観
客
で
終
日
に

ぎ
わ
っ
て
い
た
そ
う
で
す
。

　

今
で
は
そ
の
祭
事
と
し
て
、
神
社
の

参
道
に
40
基
ほ
ど
の
灯
籠
が
立
ち
ま

す
。
灯
籠
に
は
、
地
元
の
小
学
生
た
ち

が
和
紙
に
描
い
た
色
鮮
や
か
な
絵
が
飾

り
付
け
ら
れ
ま
す
。
電
灯
が
と
も
さ
れ

た
灯
籠
は
幻
想
的
な
空
間
を
醸
し
出

し
、参
拝
者
を
楽
し
ま
せ
て
く
れ
ま
す
。

大
和
ふ
れ
あ
い
広
場

　

平
成
12
年
か
ら
、
寝
た
き
り
や
認
知

症
の
防
止
を
目
的
と
し
て
、
月
１
回
小

浮
本
村
集
落
セ
ン
タ
ー
を
会
場
に
お
年

寄
り
が
集
ま
っ
て
体
を
動
か
し
た
り
、

世
間
話
を
楽
し
ん
だ
り
す
る
「
大
和
ふ

れ
あ
い
広
場
」
を
開
い
て
い
ま
す
。
家

に
居
が
ち
な
お
年
寄
り
に
外
出
の
機
会

を
提
供
し
、
健
康
づ
く
り
と
人
と
の
ふ

れ
あ
い
を
楽
し
ん
で
も
ら
お
う
と
地
域

の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
皆
さ
ん
が
取
り
組

ん
で
い
ま
す
。毎
月
第
２
月
曜
の
午
前
、

歌
を
歌
っ
た
り
、
手
遊
び
を
し
た
り
と

色
々
趣
向
を
凝
ら
し
な
が
ら
楽
し
い
時

間
を
過
ご
し
て
い
ま
す
。

　

過
去
に
は
何
度
と
な
く
大
き
な
災
害

に
遭
遇
し
て
き
た
小
浮
本
村
で
す
が
、
互

い
に
助
け
支
え
合
っ
て
乗
り
越
え
て
き
ま

し
た
。
何
事
に
も
前
向
き
に
取
り
組
む

ま
と
ま
り
の
良
さ
と
強
い
団
結
力
は
地

域
の
自
慢
で
あ
り
大
き
な
財
産
で
す
。

（
取
材
協
力
＝
横
井
進
さ
ん
ほ
か
7
人
）

　

人
は
人
生
の
さ
ま
ざ
ま
な
場
面
で

競
争
を
経
験
し
ま
す
。
入
学
試
験
、

就
職
試
験
、
ス
ポ
ー
ツ
競
技
、
芸
術

文
化
の
コ
ン
テ
ス
ト
な
ど
、
挙
げ
れ

ば
き
り
が
あ
り
ま
せ
ん
。
個
人
だ
け

で
は
な
く
企
業
な
ど
の
組
織
も
競
争

社
会
の
中
で
活
動
し
て
い
ま
す
。
競

争
の
な
い
人
生
や
社
会
は
あ
り
ま
せ

ん
。
競
争
は
人
生
に
活
力
を
与
え
、

社
会
を
発
展
さ
せ
る
原
動

力
と
な
り
ま
す
。

　

特
に
、
企
業
の
経
済
活

動
は
市
場
経
済
と
い
う
競

争
社
会
の
中
で
営
ま
れ
て

い
ま
す
。
消
費
者
の
ニ
ー

ズ
に
合
っ
た
新
し
い
商
品

や
サ
ー
ビ
ス
を
開
発
し
、

既
存
の
商
品
や
サ
ー
ビ
ス

は
質
を
改
善
し
顧
客
満
足

度
を
向
上
さ
せ
る
な
ど
、

日
々
、
研
さ
ん
を
積
み
努

力
を
重
ね
る
中
で
行
わ
れ

る
競
争
は
「
よ
い
競
争
」

で
す
。
今
は
敗
者
で
あ
っ

て
も
次
は
勝
者
に
な
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。
一
方
、
不
正
な
手
段
や
不
公

平
な
扱
い
で
経
済
的
利
益
が
追
求
さ

れ
て
い
る
よ
う
で
あ
れ
ば
、
そ
れ
は

「
わ
る
い
競
争
」
で
す
。
敗
者
と
勝
者

が
入
れ
替
わ
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

経
済
の
グ
ロ
ー
バ
ル
化
に
伴
い
、

ヒ
ト
・
モ
ノ
・
カ
ネ
が
国
境
を
越
え

て
自
由
に
移
動
で
き
る
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。
貿
易
は
、
い
わ
ば
国
家
間

の
経
済
競
争
で
す
。
現
在
、
日
本
政

府
は
環
太
平
洋
戦
略
的
経
済
連
携
協

定
（
Ｔ
Ｐ
Ｐ
）
の
参
加
に
向
け
た
検

討
を
始
め
て
い
ま
す
。
Ｔ
Ｐ
Ｐ
は
貿

易
自
由
化
を
目
指
す
経
済
的
な
枠
組

み
で
、
２
０
１
５
年
ま
で
に
参
加
国

間
の
貿
易
に
お
い
て
、
工
業
品
、
農

業
品
、
金
融
サ
ー
ビ
ス
な
ど
を
は
じ

め
と
し
た
全
品
目
の
関
税
を
原
則
と

し
て
完
全
撤
廃
す
る
こ
と
を
目
指
し

て
い
ま
す
。

　

経
済
界
で
は
関
税
障
壁
が

な
く
な
る
こ
と
で
、
日
本
製

の
工
業
品
が
品
質
面
で
の
優

位
性
に
加
え
海
外
市
場
で
の

価
格
競
争
力
も
高
ま
る
と
し

て
歓
迎
し
て
い
ま
す
。
一
方
、

農
業
団
体
な
ど
は
安
い
輸
入

農
産
物
が
国
内
市
場
に
流
入

す
る
こ
と
に
よ
り
、
コ
メ
を

は
じ
め
と
す
る
国
内
の
農
業

が
壊
滅
的
な
打
撃
を
受
け
る

と
し
て
反
対
し
て
い
ま
す
。

　

日
本
の
農
業
に
と
っ
て
、

現
状
の
ま
ま
で
の
Ｔ
Ｐ
Ｐ

へ
の
参
加
は
不
公
平
な
条
件
で
行
わ

れ
る
「
わ
る
い
競
争
」
と
な
り
ま
す
。

日
本
の
将
来
を
考
え
た
場
合
、
Ｔ
Ｐ

Ｐ
へ
の
参
加
は
避
け
ら
れ
な
い
も
の

と
考
え
ま
す
が
、
そ
の
前
に
、
国
内

農
業
の
体
質
改
善
お
よ
び
体
制
強
化

に
向
け
た
改
革
を
し
っ
か
り
と
行
う

こ
と
が
先
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

「
よ
い
競
争
、
わ
る
い
競
争
」

市長エッセー

いちごいちえ

■世帯数 83
■人　口 302
（11 月 1日現在）

市役所から市営バス分田線で約
20 分〔旧大和小学校入口・小浮
本村下（鈴木商店前）・小浮本村
下（五十嵐理容店前）下車〕

小浮本村

東

西

南

北

☆ 応 募 の 方 法 な ど ☆

　上の 3つの問題の答えの番号と 12 月号の感想な
どを書いて、住所・氏名・年齢・電話番号を記入し、
ハガキか FAX、E メールで 12 月 17 日（金）必着で
応募ください。ペンネームや匿名での掲載を希望す
る方は、その旨をお書きください。（氏名も必ず書
いてください）正解者の中から抽選で毎月 10 名の
方に 500 円の図書カードをプレゼントします。
ＦＡＸ： 0250-62-0281
Ｅメール： kikaku@city.agano.niigata.jp

クイズの答え

住所

氏名・年齢・電話番号

今月号の感想などをお書
きください。
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　広報あがのでは、皆さんからのご意見ご感想をお待
ちしています。その他、地域の話題や珍しい出来事、
自慢のイラストなど、どしどしお寄せください。

★ 11 月号の当選者
・P.N ザキさん  ・円山昇一さん
・P.N えあころちゃんさん  ・P.N タックさん
・P.N メットさん  ・外木宏明さん
・P.N どじっちょさん  ・加藤チヨさん
・P.N かきさん  ・P.N ジョリーさん

紙面クイズ

さあ、「広報あがの」をすみずみまで読みつくそう！　全部読めば、必ず答えがみつかるはず。

広報あがのを
読みつくせ！
広報あがのを
読みつくせ！

　21 年度決算の歳入の中

で一番金額の多いものは何

でしょうか？

①市税

②地方交付税

③国庫支出金

　元気づくり水中運動教室

に参加している人数の合計

は何人でしょうか？

① 198 人

② 289 人

③ 298 人

　省エネのため消雪パイプ

が停止する時間帯はいつで

しょうか？

① 14～15時と 16～17時

② 15～16時と 17～18時

③ 4～ 5時と 6～ 7時

★ 11 月号の正解は次のとおりです。★

《応募総数 41 通　全員正解！》
ありがとうございました。

問題１　白鳥の初飛来は？ ③ 8羽
　11 月 19 日現在の白鳥の飛来数は 5,646 羽。今年

もたくさんの白鳥が瓢湖に来ていますね。

問題２　テレビ放送日は？ ① 11 月 12 日
　皆さん、ごずっちょが出演したテレビは見まし

たか？ 大活躍でしたね。今後もどんどんいろんな

場所で阿賀野市を PRしていきま～す♪

問題３　ふれあい会館は？ ①笹神支所隣
　国民読書年基調講演会は12月12日、ふれあい会館

で開催。ぜひおいでください。整理券残りわずかです。

さあ、「広報

2121 年度年度決算

一番一番金額 多い

問題１

すみずみまで読みつくそう

元気づくり元気づくり水中運動

参加している

問題２

、必ず答えがみつか

省エネ省エネ省エネのためのためのため

がが停止する停止する時間帯時間帯

問題３

▼
五
頭
山
に
初
雪
が
降
り
、
朝
晩
の
冷
え
込

み
も
一
段
と
身
に
こ
た
え
る
季
節
が
や
っ
て

き
ま
し
た
。
2
か
月
半
ほ
ど
前
ま
で
の
あ

の
暑
さ
の
こ
と
を
考
え
る
と
う
そ
の
よ
う
で

す
。
今
年
の
白
鳥
の
初
飛
来
も
例
年
よ
り
1

週
間
ほ
ど
早
か
っ
た
よ
う
で
す
が
、
今
年
も

寒
い
の
で
し
ょ
う
か
。
机
に
向
か
う
足
元
か

ら
太
も
も
に
ジ
ン
ジ
ン
と
伝
わ
っ
て
く
る
冷

た
さ
は
な
ん
と
も
い
え
ま
せ
ん
。
で
も
今
年

の
寒
さ
対
策
は
万
全
!? 

暖
か
イ
ン
ナ
ー
を

購
入
済
み
。
い
つ
で
も
お
い
で
冬
将
軍
。

▼
取
材
の
た
め
懐
か
し
い
母
校
へ
。
数
十
年

ぶ
り
に
足
を
踏
み
入
れ
た
校
舎
は
、
教
室
も

廊
下
も
な
ぜ
か
小
さ
く
見
え
ま
し
た
。
中
学

生
の
こ
ろ
と
体
の
大
き
さ
は
ほ
と
ん
ど
変

わ
っ
て
い
な
い
の
に（
態
度
は
か
な
り
大
き
く

な
っ
て
い
ま
す
が
…
）
不
思
議
で
す
。
昔
を
懐

か
し
む
気
持
ち
が
わ
い
た
の
か
、
最
近
は
当

時
流は

や行
っ
て
い
た
歌
を
車
の
中
で
聴
き
、歌
っ

て
い
ま
す
。
大
事
な
こ
と
は
す
ぐ
忘
れ
て
し

ま
う
の
に
、
当
時
の
歌
は
す
ら
す
ら
と
歌
え

る
私
。
こ
れ
も
不
思
議
の
ひ
と
つ
で
す
。

▼
広
報
の
仕
事
に
欠
か
せ
な
い
も
の
。
メ
モ

帳
、
カ
メ
ラ
、
ア
ン
テ
ナ
。
ん
？ 

ア
ン
テ

ナ
？ 

広
報
担
当
た
る
も
の
、
市
内
の
旬
な
情

報
を
い
ち
早
く
キ
ャ
ッ
チ
し
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。
し
か
し
、
建
物
の
中
で
ア
ン
テ
ナ

を
張
っ
て
い
る
だ
け
で
は
ダ
メ
。
外
に
出
て
、

見
た
り
聞
い
た
り
し
な
い
こ
と
に
は
始
ま
ら

な
い
と
い
う
こ
と
を
日
々
痛
感
し
て
い
ま

す
。
寒
さ
に
負
け
ず
、
出
会
い
を
求
め
て
元

気
に
駆
け
回
る
ぞ
〜
、
お
〜
！ 

だ
か
ら
お
願

い
。
今
年
は
大
雪
に
な
ら
な
い
で
〜
!! 
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【人の動き】 人口 46,339 人（－ 50） 男 22,418 人（－ 28） 女 23,921 人（ー 22） 世帯数 13,775（＋ 8)

平成 22 年 11 月 1 日現在（　）は前月比　・出生 19 人・死亡 55 人・転入 50 人・転出 64 人

作 . 伊藤 将俊
もう一話、市のホームページに掲載しています。

　ぼく、好きなものが い～っぱい あって いそがしいんだ。野
菜に くだもの、バスでしょ…あ！ 電車も大好き！ すべり台も
好きだし、みんなに だっこ してもらうのも 好きなんだよね～。
それと、ぼくは 9月に おにいちゃんに なったんだよ☆ もう少し
大きくなったら、ぼくが こうちゃんを だっこして あげるんだ♪

五十嵐 大
た い

葵
き

くん（2歳）／保田（パパ佑哉さん・ママ夕紀子さん）

　

市
内
見
て
歩
記
の
コ
ー
ナ
ー
等
で
紹
介
し
き

れ
な
か
っ
た
写
真
や
出
来
事
を
紹
介
し
ま
す
。

　テレビ番組『信越ゆるキャラ王座決定戦』での
大活躍で、さらに人気者となった「ごずっちょ」。
今度は11月20日に放送された「TeNY博だよ！ 
新潟一番！！」に出演し、元気に阿賀野市のPRを
してくれました。今後の活躍にも期待です♪

　荻野忠衛さん（深堀）の畑で、１株からな
んと 8kg ものサツマイモが収穫されました！ 
持ち上げた千

ち

翔
か

ちゃん（7歳）と見比べてみる
とその大きさが分かりますよね。焼きイモに
天ぷら、大学イモもいいなぁ…（ゴクリ）

皇
こう

葵
き

くん（2か月）

　“りん”の自慢はこの真っ
白でふわふわした毛よ。毎
日、ブラッシングしてもらっ
ているおかげで、とっても
きれいでしょ。お外に出て
汚れちゃうといけないから、
普段はおうちの中で過ごし
ているわ。
　私、猫だけどお魚は苦手
なの。猫が魚好きって誰が
決めたのかしら…。でも、
エビとイカは大好物よ。ふ
ふっ、グルメでしょ。
　加藤家は私を入れて 10 人
の大家族。だけど私、おばあちゃんにしか抱っこされないの。
ほかの人が抱こうとしてもついつい引っかいちゃうの…。ごめ
んね。だって“りん”、おばあちゃんが大好きなんだも～ん♡

加藤義広さん（粕島）宅の「りん」ちゃんでした


